
健肝発１０１６第１号 

平成３０年１０月１６日 

各都道府県衛生主管部（局）長 殿 

厚生労働省健康局がん・疾病対策課 

肝炎対策推進室長 

 （公印省略） 

「肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の実務上の取扱いについて」の一部改正

について 

 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の取扱いについては、平成３０年７月１２

日健肝発第０７１２第１号厚生労働省健康局がん・疾病対策課肝炎対策推進室長通

知「肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の実務上の取扱い」により示していると

ころであるが、今般、その一部を別紙新旧対照表のとおり改正し、平成３０年４月

１日より適用することとしたので通知する。   
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改正後

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の実務上の取扱い

1. 医療給付の申請について
( 1 ) 
① 70鵡未満の申請者

（略）

ア ～ エ（略）
之 即時丘樺式倒6による肝がん・ 盤底肝硬変時報研寵促進事業入院尾謹詔轟轟

（以下 f入院記憶罷I と b 、 う ~ ) ｛医擦の給付を受けよ うとする日の臨する月
以前の 12 月以内に．陪世~穣撒閣において実施要楠3 l2｝に定める腔が

ムム皐車底麗翠ム盛盟係臨時 f以下「肝がん・ 貫主曜DIJ更蜜入院間保障権Irい
弘｝ f高額時馨曹が支給されzるf，のに曜る円｝を受けた旦教が旺に3月以上
あることが記録されているもの）の写し

② 70歳以上75歳未満の申請者
ア ～ オ（略）
カ 入院記融粟｛匝擦の給付~受けよ う ｝：する 自の属する月以前の 1 2月以内に‘
指定眠鞭櫨闇において肝がん・ 前官肝梗霊入院間保恒開｛高額控聾Jiが主詮立
れるものに限る而？を受けた自殺が既に3月以上ある二とが記観されているも
の）の写し

③ 75歳以上の申請者
ア～オ（略）
カ 入院配踊粟 (f夏時の給付を受けよ うとするBの臨する月以前の 12月以内に‘
指定巨揮権問において肝がん・重度章子岨変入韓間揺巨療（高額麿幕時が支結さ
れるものに限る作｝争受けた月並が既に3月以上あることが記融きれているも
の）の写し

( 2) （略）

(3) 2 （＿§＿）の参加者証の交付を受けた者（以下「参加者」という．）であって、
当該参加者証の記載内容に変更がある場合（ 9の場合を除く）については、当該
参加者証を交付した都道府県知事に対し、変更があった箇所を交付申請書に記載
し、参加者証及び変更箇所にかかる関係書類を添えて提出するものとする。

2.対象患者の認定及び参加者証の交付手続き等について
( 1 ）、（ 2) （略）
(3）都道府県知事は‘実施要綱6 ( 1 ） に定める認定を行う際には‘ ［~掘の給付を

受けよ うとする日の属する月以前の 12月以内に‘指定医自信機関において肝が
ん・ 重度肝硬変入院僻幌医療 f高額控養費が宜拾されるものに限る向｝を受けた
月教がRfに 3 月以 上あるこ左を確思する ~ .のとすろ市

改正前

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の実務上の取扱い

1. 医療給付の申請について
( 1 ) 

① 7 0歳未満の申請者
（略）

ア～エ（略）

」蓋盈L

② 7 0歳以上75歳未満の申請者
ア～オ（略）

」重量L

③ 75歳以上の申請者
ア～オ（略）

」蓋量L

( 2) －・ （略）
( 3) 2 (_4＿）の参加者証の交付を受けた者（以下 「参加者JとL、う＝）であって、

当該参加者証の記載内容に変更がある場合（9の場合を除く）については、当該
参加者証を交付した都道府県知事に対し、変更があった箇所を交付申請書に記載
し、参加者証及び変更箇所にかかる関係書類を添えて提出するものとする。

2.対象患者の認定及び参加者証の交付手続き等について
( 1）、（2) （略）

」蓋量L
司炉
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改正後

(_1.）都道府県知事は、実施要綱6 (1）に定める認定を行う際には、限度額適用認
定証等、高齢受給者証文は後期高齢者医療被保険者証その他所得の状況を把握で
きる書類に基づき、申請者が実施要綱4 ( 2）の表の階層区分に該当する者であ
ることを碓認した」トで． (2）による認定亙ぴ （3）による確認が行われた申請
者が加入する保険者に対し、医鰹保障における所得区分の認定を行うために必要
な害額等を訴えて照会を行い‘ 当接申請者に適用される限措保践における所得区
分について穆加者証の適用区分欄に記粧を行うちのとする“

（立）都道府県知事は、 (4）により匹捧保障における所街庶分に係る記載。行った

旦盆主主対象患者よ認定したときは、速やかに当該患者に対し、日IJ紙様式例3に
よる参加者証を交付するものとする

（立）都道府県知事は、認定を否とした場合には、具体的な理由を付してその結果を
申請者に通知するものとする＝

（ヱ）参加者在については、原則として、有効期間は1年以内とし、交付申請書等を
受理した日の属する月の初日から起算するものとする。

3.認定の取消について

（略）

4.入院記録票の管理について
( 1）都道府県知事は、 B型肝炎ウイルス又はC型肝炎ウイルスによる肝がん・重度

肝硬変（非代償性肝硬変のことをb、う．以下同じ，）と診断されたa患者（以下
「肝がん・重度肝硬変患者」というョ）に対し、ム隆起盤塞を交付するものとす

るー
なお、入院記録票は指定医療機関を経由して交付できるものとする。

( 2）、（3) （略）

5.対象患者が指定医療機関に対し支払う額
指定医療機関において肝がん・重度肝硬変入院関係医療（ーの指定医療機関にお

ける当該医療であって一部負担額が億康保除法施行令（大正 15年勅令第243
号｝第41条第7J貰に盟定する特定疾病給付対象標重量（以下 f特定疫病給付対象聾

益Iという”｝に係る高額鞭養費揖定基準額を飽えるものに限る ）を受けた参加
者であって、当該医療の行われた月以前の 12月以内に指定医療機関において肝が
ん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が支給されるものに限る。）を受けた月
教が既に3月以上ある旨の記載がある入院記録票を提示した者は、実施要綱3
( 3）に定める医療に係る医療費として、 当該指定医療機関に対し、実施要綱5
( 2）②イに定める金額を支払うものとする。

改正前

（立）都道府県知事は、実施要綱6 (I）に定める認定を行う際には、限度額適用認
定証等、高齢受給者証又は後期高齢者医療被保険者証その他所得の状況を把握で
きる書類に基づき、申請者が実施要綱4 ( 2）の表の階層区分に該当する者であ
ることを滴正に認定するものとするの

(_1.）都道府県知事は、対象患者主認定したときは、速やかに当該患者に対し、男lj紙
様式例3による参加者証を交付するものとする．

（立）都道府県知事は、認定を否とした場合には、具体的な理由を付してその結果を
申開者に通知するものとする”

（立）参加者証については、原則として、有効期間は l年以内とし、交付申請書等を
受理した日の属する月の初日から起算するものとする。

3 認定の取消について
（略）

4.入院記録票の管理について
( 1)都道府県知事は、 B型肝炎ウイルス文はC型肝炎ウイルスによる肝がん・重度

肝硬変（非代償性肝硬変のこ とをb、ぅ．以下同じ．）と診断された患者（以下
「肝がん・重度肝硬変患者Jとb、う”）に対し、男IJ紙横式例6による肝がん・寧

麿肝硬愛情樫研究促進事業入院握提記蚊哀｛以下「入院記艶翼E 少いう 】を交

付するものとする回
なお、入院記録票は指定医療機関を経由して交付できるものとする。

( 2）、 （3) （略）

5.対象患者が指定医療機関に対し支払う額
指定医療機関において実施要綱 3 (2）に定める肝がん・重度肝硬変入院関係医

療 （以下「肝がん・ 電虚肝硬壁入院関係医僚lとし寸 、〉 （ーの指定医療機関にお
ける当該医療であって高額療養費が支給されるものに限る．）を受けた参加者で
あって、当該医療の行われた月以前の 12月以内に当盆指定医療機関において肝が
ん・ 重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が支給されるもの．に限るε ）を受けた月
数が既に3月以上ある旨の記載がある入院記録票を提示した者は当該肝がん ・霞Ii'
肝硬堂入院聞係臨調院t高額時義警が支給されるものに限る ｝に係る医療費として、

当該指定医療機関に対し、実施要綱5 (2）②イに定める金額を支払うものとする
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改正後

6.対象患者が 5. により自己負担額の軽減を受けることができない場合の取扱い
( I ）指定医療機関に入院して肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が支給

されるものに限る“）を受けた参加者であって、 当該医療の行われた月以前の 1
2月以内に指定医療機関において肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費
が支給されるものに限る．）を受けた月教が既に3月以上ある者が、 5［こよ♀エ
自己負担額の軽減を受けることができない場合は、実施要綱3 (3）に定める医
療に要した医療費のうち実施要綱5 (2）②に定める金額を都道府県知事に詩求
することができるものとする。

(2) (I）に定めるところにより請求を行おうとする者（以下 f請求者Jとい
う。）は、別紙様式例7による肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業医療費償還
払い請求書に、次に掲げる書類を添えて、請求者が居住する都道府県の知事に申
請するものとする。
ア～ウ（略）
エ 当路月において受診した全ての医擁栂闘が発行した賠収書及び診療明細書

オ
( 3) 

（略）
（略）

7. 指定医療機関の指定及び役割について
( I ）～（ 3) （略）
(4）指定医療機関は、次に掲げる役割を担うものとする。

①～③ （略）
④ 単産且必前の I2月以内に指定臨鞭栂閣において肝がん・ 震IU'肝硬変入院閤

4系医fflc高頼感曇費が支給さ札るbのに限る..）を受けた月教が既に3月以

上ある場合のもの止 して‘本事業の対象となる肝がん・重度肝硬変入院関係
医療（一部負担額が持主療病給付対象瞳韓に鋳る高額根差聖算定基準額を組

主主主ものに限る。）が行われた場合には、公費負担医療の請求医療機関とし
て公費の請求を行うこと。

＠ 
( 5) 

（略）
（略）

8. （略）

改正前

6.対象患者が5.によムヱι自己負担額の軽減を受ける場合の取扱い
( I）指定医療機関に入院」車重量の指定匪穣韓国に入院した場合を含むE 以下 （I)

において閉じ）して肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が支給され
るものに限札。）を受けた参加者であって、当該医療の行われた月以前の I2月
以内に指定医療機関において肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が支
給されるものに限るョ）を受けた月数が既に3月以上ある者が、 5によ主主i三自
己負担額の軽減を受ける場合は、実施要綱3 (3）に定める医療に要した医療費
のうち実施要綱5 (2）②に定める金額を都道府県知事に諦求することができる
ものとする

(2) (I）に定めるところにより請求を行おうとする者（以下 「請求者』とい
う。）は、別紙様式例7による肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業医療費償還
払い請求書に、次に掲げる書類を添えて、請求者が居住する都道府県の知事に申

請するものとする。
ア～ウ（略）
エ ウに掲げる入院記華麗の提出がで舎ない場合はE 諦求者が指定区需品掘にお

いて肝がん・ 前借肝硬変入院間保医鰐｛高額曹養習が支給されるむのに限
る『｝争受けた参加者であって、当E妻鹿鼎の行わ札た月以前の 12月以内に指
定医擦櫨聞において肝がん・ 震度肝硬変入院関罷医事｛高額極奨舎が支給され
るむのに限る＇）を受けた月王者が~に 3J)以土ある旨をiiE明できる詩語

オ （略 ）
( 3) （略）

7.指定医療機関の指定及び役割について
(I）～（ 3) （略）
( 4）指定医療機関は、次に掲げる役割を担うものとする＝
①～③（略）
④ 本事業の対象となる肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が支給さ

⑤ 
( 5) 

8. 

主主ものに限る。）が行われた場合には、公費負担医療の請求医療機関とし
て公費の請求を行うこと。

（略）
（略）

（略）
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改正後

9.都道府県外へ転出した場合の取設いについて
参加者は、都道府県外へ転出し、転出先においても引き続き当該参加者証の交付

を受けようとする場合には、転出日の属する月の翌月末日までに、転出前に交付さ
れていた参加者証、変更部分を記載した交付申請書、 1 ( 1）の①から＠の区分に
よりそれぞれに掲げる書類（個人票等及び入院記録棄の写しを除く）を添えて転出
先の都道府県知事に提出するものとする。転出先の都道府県知事は、 当該提出が
あった旨を転出元の都道府県知事に伝達するとともに、転出目の属する月の転出日
描i三肝がん ・震度肝硬変入院掛係医捕が行われていない場合は‘実施要綱3 (3) 

に定める医療に要した医療費のうち、実施要綱5 (2）②に定める金額を負担する
ものとする．
なお、この場合における参加者証の有効期間は、転出目からとするのを原則とし

エ」転出前に交付されていた参加者証の有効期間の終期までとするa

1 0.～1 1. （略）

改正前

9.都道府県外へ転出した場合の取扱いについて
参加者は、都道府県外へ転出し、転出先においても引き続き当該参加者証の交付

を受けようとする場合には、転出日の属する月の翌月末日までに、転出前に交付さ
れていた参加者証、変更部分を記載した交付申請書、 1 ( 1）の申から窃の区分に
よりそれぞれに掲げる書類（個人粟等を除く）を添えて転出先の都道府県知事に提
出するものとする．転出先の都道府県知事は、当該提出があった旨を転出元の都道
府県知事に伝達するとともに、実施要綱3 (3）に定める医療に要した医療費のう
ち、実施要綱5 (2）②に定める金額を負担するものとするs

なお、この場合における参加者証の有効期間は、転出前に交付されていた参加者
証の有効期間の終期までとする。

1 0.～1 1. （略）
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改正後

Ojlj添 1)

肝がん・重度肝硬変（非代償性肝硬変）の診断・認定基準

医師が肝がん ・重度F硬変（非代償性肝硬変）と診断し、臨床調査個人粟を作成し、それに

基づき都道府県知事が認定する際の基準を以下の通り定める。

0ウイルス4さであることの診断 ・認定

1）『B型肝炎ウイルス位Jであることは、llBs抗原陽性あるいはHB¥'-DNA陽性、 のいずれか

を確認する．

*B型慢性肝炎のHBs抗原消失例を考慮し、HBs抗原陰性であっても過去に半年以上継続する

HBs抗原陽性が認められるものは、含まれることと寸るe

2）「C型肝炎ウイルス性Jであることは、HC＼＇抗体陽性 （HCV町A陰性でも含む）あるいは

HC＼」Ri'IA湯位、のいずれかを確認する。

Qij干がんであることの診断 ・認定

現在あるいは以前に肝がんであることを、原則として次のいずれかの方法で確認する3 ただ

し、 F肝がんJI立原発性肝がん及びその転移のことをいう。

・画像埠A
造影CT、造影1¥lRI、血管造影造影下CT 

．病理情丘

切除標本、活E寄生検

0重度肝硬変（非代償性肝硬変）である ことの診断 ・認定

現在あるいは以前に重度肝硬変（非代償性肝硬変）であるこ Eを、次のいずれかの基準で判

定するc

・ Chi Id-Pugh score 7点以上

・7.ll添3の2に定める I重度肝硬変（非代償性肝硬変）の医療行為1または、4に定める r重

度肝硬変（非代償性肝硬変）治療の医療行為と判断する薬剤j等j のいずれかの治療歴を有

する。

改正前

（別添 1) 

肝がん・重度肝硬変（非代償性肝硬変）の診断・認定基準

医師が炉がん ・重度月二硬変（非代償性肝硬変）と診断し、臨床調査個人票を作成し、それに

基づき都道府県知事が認定する際の基準を以下の通り定める2

0ウイルス性であることの診断 ・認定

1 ）『B型肝炎ウイルス性jであることは、llBs抗原陽性あるいは田＼＇－D出 湯也、のいずれか

を確官、する．

*B型慢性肝炎のHBs抗原消失例を考慮し、HBs抗原陰性であっても過去に半年以上継続する

HBs抗原陽性が認められるものは、含まれることとする

2) re型肝炎ウイルス性tであることは、 HCY抗体陽性（HC¥＇－悶A陰性でも含む）あるいは

HC¥'-Ri'IA陽性、のいずれかを確認するー

0肝がんであることの診罰 ・認定

現在あるいは以前に肝がんであることを、原則として次のいずれかの方法で確認する ただ

し、「肝がんJI土原発性肝がん及びその転移のことをいうc

・画像E2I..&

造影CT、造影MRI、血管造影／造影下CT 

．病理亙旦

切除標本、瞳窃生検

0重度肝硬変（非代償性肝硬変） であるこ との診断 ・認定

現在あるいは以前に重度肝硬変 （非代償性肝硬変）であることを、次のいずれかの基盤で判

定するg

・ Chi Id-Pugh score 7点以上

・別添3の2に定める f重度肝硬変（非代償性肝硬変）の医療行為3または、4に定ぬる r_it

度肝硬変（非代償性肝硬変）治療の医療行為を判断する薬剤等Jのいずれかの治療匪を有

するe
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改正後 改正前

（別添 2)
（匁lj添 2)

JI干がん・節度肝艇変（非代償性肝 硬変 ）の 病名 の判 定基 準 Jll：がん ・ill度肝硬変（非代償 性肝硬変）の病名の＇ I'll定基準

I • Jlfかん1心 r.·であるかの1~1・;l: J人中l
I . fl Fがん~－ r.·であるかの判定＼l<i'l'l

唱 tカルッ Illll"lllO t－！応岱小出Z，γ 見 ター 首位fカル－， Ill tr-1110 ll!i:ill!~!tlf.tマス ター
ーぉγ， 約 i'o'ri"Jllt1f'tl} ICIJIO ＂＇ード ’1,)i.f，~担相Ill :tー ド

約.f, 対if，符別＇， ／！＇tl} ICIJIOコード 仇・れ 古＇~島JIJ コード
Ill'鮒 ~005705 1 C:?:!O ('510 

Rf猟 20057051 C220 CSLO JI F創刊包附 200;;1010 C~:!O L 7111' 

ftji~fl;Jlf·怜 2001>013¥I C220 Ill II H『細胞術 :?0057070 C220 l 7111' 

llf創目的鮒t被災 20011¥1318 C220 K7li8 。I》LC 肝細胞納骨量梨 200\l93 1 ~ C220 K768 ιUl-C 

JI F内flll'i'f怖 :!0057132 C221 、1SJ flj（時代ijf絹 20060·1~9 C2~0 Ill・II'

ntl'i'l'制胞絹 20070W1 r22』 l’FS、 ijf内月11.符納 2005713~ c-.:21 Vl'llJ 
iM合＇＼＇Hlf寄稿 20087H7t C227 G3VC All~'I'細胞納 2007016・1 C~I l'fS¥ 
II F紛 l'l・＂＂＇移 20087170 C795 ドT2V

自rn・’tmf納 20087871 c22• G3V(' 

2. if<lil'.Jlf傾 注：<JI •代ft'tft!lf傾変＞ !JH'i＂であるかのや l;ilλ刊I[
llf納骨転移 20087170 ι795 rt2Y 

ー:ll1・．カル・rllj IClllO ~-t1i',.:tz111：錨 f,マスター 2. if（瓜肝似！注：（.Jl: fl;俄性llf副主：l ’1•. fiーであるかのす』l i:l!Jf;flq

1,';j才． 高可f,n'JIJtl昨1;・ ICIJJO :tー ド ’i可,y,<;e換JI!=r- 1--
・・ll l:.＂＂~ テ Ill 11'1110 .1'1!占：~.!r!~弘主・ －.－ ;.t{I-

IJFィ、寸で 20057155 ~729 s:nr 

＂＇＂ ~例円 n 1 u• 4' 2007’155 K7H¥ !tlilll 時』γ． が；-r，符Jll！併I} IClllO =iード i,;.,y.・5C換Jllコー F

l~M llf小全 200763”E K7:!l Rl:!R:l II !¥'.!!Jl i••玄 置制帽市区町 !l!RJ 、3TJ

II '¥'!JI fl:ltti'J:Of側広 20100110 lllRl Jl31¥ II型ll>岱位m豊主 20100・108 llltll i、2fi

c’tJJI fl:tt'fftll F制強J 20100112 11182 116』 II 't!Jllf I: !ttt1 Hf綬唱： 20100110 llltll Jl3K 
紅白b.L:!llJ 200570！’2 ~7品工 11111』

’B’rt重住fl!号 2の050102 Ill肉l 1‘3』7
山H!•.•il:~m 2009007 I .，；柑‘ 、、嗣I'

必.Ell置を jt0j)50l:¥.j 111a.;.: 111111 
llF十Ii♀’•f! :!0057095 Kn” 1¥111!0 

c 111t1:個性”tff •Q: ~0100 109 Bl肉2 Ill、lllftl.111"•1.i'. :;005709{¥ ＂＇ヨ9 、.t;Ol_

II 附；別化 詰J}0570!lj' 昌fil2!l 1"11111 c; ＇＼＇！~I 代慣例.！If凶変 ~010011:! 111 8~ H日J

II FM:All木 :!00!;70!lR lllB lllQO ぐ 11附Jllt~＇ :!DO削）137 11182 · · ~~I' 

lll・J品川1 200fi71fi府 l¥Zl¥8 l ~)l:l 自lfCI！岳’ ~oo:.rnr~ tFiG mwl・
総ff；刊附水 20072:l:l0 l(JR I 8C7 ”F十Ui可沿！ ~OD5i096 Kn9 、50L
n11.水川： :!0075375 Ill!) SOT～ ”fftl干陣i 20057093 K729 KlfMO 
ii『刊，，岡本 200HHJOr; IFfi'I’1.!!J IllWI'.. 

4崎何.nf小守で 20076391 1¥72’ RBR3 
!If·制日月;:JfU/Ui•. wo;;1011 t.7:t'> J HI 

肝不全 20057155 h729 S3TL l'I目下九時虻l ・量・00~r』掴ド畠’o l吋Ill ll 911 
llft'Ull水 2005i098 ff 111 1 llQO 1'.!AW泌lllJf•l i・00!119詰G IMl¥I tl't:! 

l'l仰Ml鴫tQ¥'り ~00!1 Hl~fi JRl¥1 llKltl・ 際紛糾；~liltミ 2007:!330 Hl8 E』C7

食ill仰脈依l 200H5：？＼’I IR59 。i¥rl! ~IL~ミ’t W075375 1118 SQT、

食;n~~脈紛lllllll 200652!12 l ~(lO n；口 肝細胞何.I/iii( 20057071 Ki~'ll J lUV 
食必伶脈両；ila'<~~ 20065:!!13 IS!iO lll:!GI’ ft必0'-llllllllcil 2006;.!92 1850 TC7G 
食1li:l'l/07'脈脅11 200肘71111 IR.>9 l:l61 I \\1•7 

食道的脈納敏ri ,t()()6;;2');t 』850 、18Gl・
llf似 :11:1’「1τう食ilJ~'ft脈僻t 20096771 ~7 16 1¥182 J6S肝

食·nmJ>~眠術 」OOS71IS 』8591861 1'6ド7/IF州＇＇ll:にI'!'ぅf'=ilii'l1'脈需1111』hl20102GOR l¥71Ci 191!2 1•• 11 

I”1111¥11; 1i:i鴨川’ 20077171 l¥if>fl れl抄II 食am駅伝『 l006.¥:!91 。s:.!l l.¥I・II

！”Jll¥,fE!hi.:!!lill・tl・｛1,"1! 200純然O<¥I K71¥t. 1・7、17
． 

肝硬』Eγf'I' う食道m•駅前I 21)()!帰771 l¥71E¥ l!l!¥2 Jr.s.; 

1”i勉！＇• ＇ .ii..ilft!ii:tt’~ jlQR:l5J.:! filf!!＇鴎:If! ”100 llH唖」Eにfl-う食道静脈紛11¥lfil2010:.!tlOS K7t6’11!82 1'711 
！”μ限I1: i't:ol!<l,iWI. ¥'I nLHoi~ :!0093515 hibH K¥128 TL＼、 l"l脈川：ιil!!縦 性1'1制使 20093515 』、i6liK928 TEVl¥ 
銅山VWl:Alll!li炎 20062300 Ko58 EJS日 知11・＇Ii刊~Its慢炎 20062300 K658 EJSU 
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改正後

(531J if.; 3) 

Hl二がん・ ifr度Jlf硬変（非代｛賞刊：肝硬変）の治療H的の

入院 と・1:1）断寸るための医療行為一覧

1. 肝がんの医療行 為

ヱ鑑
1'4：分If；よけ 育長！/l.fr 1.-) ~’， f;午 J ,•i求目ード

l¥fi!l5 00 JlfυJ尚‘術｛剖；う｝ l;IJ~~‘） 1503G2lil0 

KG9百 00 Jlf切除俳r(o!IU正域切除｝ 150362710 

KG!l~r OO !Ifυ1Jr.'r.f・行（ I牛lil'JiペJnUJl¥i'il 1503Ci2810 

1¥6!15 uo JlfUJ除術（ I 1-<.IJ£WJl+h （ 音色flUll~崎切併を除く｝） l50~l629 10 

K6!15 00 J1P;1Jr:ro併i( ~ 1'4）域りljr.'j~ ） 15036'.lOlO 

K695 00 Jll'uJ除 H'i( :i 1 ~：枝川除以卜j 150363110 

K695 00 !If切除≪i( 2 {i<:l或切除以 l：でlfrt行 1t}tfl) 150363210 

Kfin5 02 J!lilt：＜＇鈍ド llfυ＇JI'主体＇j（部分 υJ除） 150318010 

KG日502 nwr－：＜銚ドijf切除術（外flPJIバ；城切除） 150318110 

1¥6!15 02 Rlllt~t~ F II f UJf{r.併r( •ll•Jo<：））長l;IJJ<i:) 150:¥88710 

1¥695 02 Jl\.[Jt~鈍 F!Ifυj除術（ 』l刈或υj除（外fll'J(ベ域切除を｜徐〈）｝ 150'.!88810 

1¥()% 02 R¥llti"鋭卜)ff切除H"i<21 .. :1吹切除） 150388910 

KG¥l5 02 JN『'/If直ドtffυ＇llll':f.材（ ：llベI或t;IJf・I':ιU :l lfi038!1010 

1¥697 03 Jll'必f't"•fcl~ラジオi皮IJ'f.t'Jl//12< ( :! c m以内l wrnn宛） 150378110 

l¥697 03 JI f :!l\fl:Ht!iJ ラジオ波旬~1!JI京11, ( 2 c m以内）（その他） 150378510 

l¥69i O:J !If：必ftHe！£~ラジオi伎がt灼税法（ 2 c mを起iえる） ｛腿開鋭） 150378610 

KGリ子o；』 Jll' ：旦H't~·TclUヲジオ波tJ'ft!Hf.al: ( ~ c mを起iよる〕（そ山f也〕 150378710 

KG¥i7 0'.l nf:l!.¥t'I：帆itsγ イ ツu泌総 l・'・liよ（眼前写純） 150378210 

Kfi97 02 Jll';l!¥t't升RliJ"・f タロ ~U1H'.Jll. ＜その他） 150』78~10

l¥61f>..OO lflL＂~＇本怜Wi ＜州郎、 胸腔、 nu~~内Jfit 1'1' ＇＇平） （選択的動脈化学広枠外向

150』76810

1\61 ~・ 00 lfil竹本？？術（州郎、J陶料、nu枠内Jf1L'J'i'等）（その他） 150360710 

K697 O'i ’l'i拡抱；ぅ2:1!1"!!.hll!l:i 150281810 

主泣

.1017 00 コ二 タノーノレ／，，)lj[il：人 140050910 

IJ 112 00 終1文的引’l険法 160098010 

ill時t盤if1J程

¥1001 00 体外！照射 （，：＂；j.i:ネルギ－／／（射線 治療） 180020710傘

¥toO l O:.! サfンマ十イペニ よる？とf!r.J／~射線治療 180018910 

¥1001-03 11'(t!i!加速；r,；による牧射線if；似 180026750* 

改正前

(giJT,JS 3) 

肝がん・電度肝硬変 （非代償性肝硬変）の治療目的の

入院と判断するための院療行為一覧

1.肝がんの医療行為

孟車

｜く分採り 診僚ir.，，名称． J1'l;f<コード

Kli% CIO U~Wr.lff （伺1分切除J 150362610 

1¥695-00 •rυJ除体r （ ~H<'.J涙υ'Jr,~） 150362710 

K6!15 oo lfυj除叫I （外側J（峨切除） 150362810 

Kti95-00 IfυJ除叫I ( 11＜＇.岐uir.-t:（休側r＂：境切除を除 く）〕 150362910 

K69品。。 』F切断：術 l2 ~＇（ Ji占UJ除｝ 150363010 

K時95-00 nfuJ除愉（ :J I.＜：減υ'Jr,~以 l:l 150363110 

K@5・00 nr uJ~tdlr < 2 l.(ti或l;IJf(/：以 I：で血n'11Hill 150:!63210 

K6!l5・02 ft!m''J竜ドJlfl;IJ除術 l:'m~~l;IJi;';.) 150318010 

K695 02 1111 『~.t(t ドOfυj除術（外側I ＜：岐υ＇Jr-'(,) 150318110 

Kli% 02 凧！！宇鋭ドijfUJ除愉（•ml{l)l(UJi:(r.l 150388710 

1¥695-02 Jllm鏡 下Rfυ＇J~l;術（ I f(l史UJl't（外fplf['4：地制’告を除 く）） 150388810 

Kf>¥15 O~ ft!H~J竜 ド月F切除件I ( 2 ~（ IJ長umu 150'.!88!110 

K695・02 Jllit:"J寵Fnfυj除th ( :.1 ~1或υJ除以！：） 150389010 

K697 OJ ijf’！！！.¥i't帆IU7ジオ波焼t!)l/1.fJ, ( 2 c m以内＞rnim克） 150378』lC〕

~69i-03 Rf順位帆llJラジオ波!J'r;f.'J討lll<( 2 c m以内）（その他） l ~0378510 

K昨日703 町f！匹t'I白A車tt5ラジ－i・波焼J!J事11.W(2 c mを起iえる）(Q¥i仲鋭｝ 150378610 

KG自i-03 ijf：邸何：~.£泌ヲシオー波焼灼餅it l 2 c mを必える）（その他） 150378710 

K6!17り2 ijf:!!H'U噴IUマイ クロ波J経例法｛間際鏡｝ 150378210 

K697-02 肝：血性帆1u－..－イタ ロ波J包I凋i); （その他｝ 150378210 

1¥615 00 血f持活再怜ifi（釘1$.胸町士服w.内血符－：：；） (j強pと(J'J動脈化・主＇＇J/(,怜術｝

1 50;\"\' I!•嶋 10

~tll 5·00 血＊：保怜科~ （則的、 胸I官、 ati料内血w~·；； J ＜その他F 1:"103607!0 

込fil
JO!i 00 エク ノ－Jレ）.，jJ軒ii：入 ! 1005甚9!0

11-112-00 事長J史的針ノI：村；W 1 60附吋l•lO

Ill射純If療

¥1001 00 M~外向射｛尚エネルギ－h"'lqu政治的） !SM扮7!0宇

¥1001 02 ガンマナイ7に上る定位店主射線治療 1800111!1!0 

¥IOOl 03 11＇（＜車力t1泌総による般財級ft1桜 180026750本
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改正後 改正前

主主主 注fil
G003 00 ~iL~代耳元l.lSfftlo)1fft't民tL人 130007510 G003 00 tk~tt斡II.{情的所怜認tr 人 130007510 

G003・03 lit剣駅前日~IIとう IA.！也往路悩市電「動明内11：人 130010110 f.003-03 lttil島量s.l'!1~~n 130010110 

出血立血i 盟盈並並l
1;oo:i 0骨 山~；州，t人 ゆ111.\l心世カ rーテ，1-il.:) (j溢!IU1'1量1符泌総｝ 170027110 1003・110 ロ~mn.人 ll'I贋首軍手カチーテルt.1) (iii択的古l'i'i・i主総｝ 170027110 

• l‘ ヨ’t• 引瓜分.＇ I険 rt·•· ・4・ごを~tr * a."i-i・るr＇~｝llH:.\'fi-f"ベ －.：会合trι

2. 盆度肝硬変（非代償性肝硬変）の医療行為 2 ..度肝硬変（非代償性肝硬変｝の医療行為

ヱ血 ヱID.
lベ分県 l} ~c旅行為f，林 .（／止とコー ド I＞＜分lf,:1} ~~！／，Hr為名称 」li;Rコード

K532 00 !till・ l'I静脈紛1'11'r( 1!11 i r>'.!!:Wri-1・1 i-I；とナる｝ 150136110 K532 00 1をill・¥!m脈輸IT・1ゐ（血行進l!IH骨をJ，とする｝ 150136110 

K53~ 00 J't辺 ・＼＇I締脈納I下術 （ft道雌l街術を I；とする） 150136210 K532 00 食＿;n.＼＇／静脈絡下術（ f.til!腿I削針告とI.とする） 1so1:m210 
i.s:12 02 ftjfi治目眠時却下Wi(lijJnl.!l 150136350 K53'.!-02 食ill静脈需11＇術（／~W,(\ 150136350 
1(532υ3 瓜tr."純ドftill~'ft脈椴I干術｛γt l:im1rn.t r遮llfrl+j) 1503l16910 

民53203 m~鈍下食道官F脈紛l下t符（＼＇！ l:nt血Ir遮断If.fl 150366910 
K533 00 食必 .\'I ，怜脈俗t硬化f~fl: （内自HQ) 15¥1136510 

K533 00 食道・l'IW予脈，陶磁｛ヒ療法（I付税鈍｝ 150136510 
11533 O:! 内Ill統的食ill・\'Im舵首tWi~術 150271)150 

K533 02 内俊鋭的食道 ・ 1·1~＞脈経1色I；~古倫 150270150 
K615 00 l包i'i':-1匝怜術 Mill!＞.胸作. Jiil~宇l’i i仇符カ） （~ ff,!（の動脈｛ヒヤ>l';; t）＇倫｝

K61fi 00 血符：嵯ti'.Uf(!ifit:I;.約股.•II作内血＊~＇宇l <m11~的動脈fヒ’必携lt.i前｝
150376810 

150376810 
K62l 00 ！”l~踊M\\m／；；総吻~倫 ｛！”l脈11:i・じ且j：鋭 Pihl 150151510 

仰ホ ・Bil水i噂~it'!柑il1fr.~iti1:
K621 00 l"l!tl{体循環俗脈吻今i軒｛門脈IEiCil!!ti'.1'・焔3 150151510 

1¥635 00 150159710 

~II股. ~；脈シャントパルゾ段inll-T
1(635 00 胸水 · ~水量量過君主＂MA’Tti.li 150159710 

1¥635 O:! 150260・150 

K668 2 ハルーンm：必 Fi:l!l?M: 150101110 
t¥635 02 ~Ill全 ・ 静脈シャントハルプ.12 11'1術 150260¥50 

1¥711 脚術1111伶 150179810 
K66S・2 バルーンfVl'.I); ド泡射性経~＞~眼的；鰐怜備 150-101 1』0

1(71 1・2 Jllltl'JAドF事情mm l502718fi0 
K711 牌摘llllfl 150179810 

l¥Ci¥17 O!i ノl~H~.;;Ji注目l~M附 150~R1SIO 
K711-2 目柾腔litド併摘IHl't 150271850 

単位 込泣

JOOS 00 胸勝負’伽l 1'10003210櫓 JOOS 00 駒r.:r;向 110003210* 

JOl!l 00 刊紙<t.J胸併ドレナージ 110001110 JOl9 00 t'i仇均 耐Wドレサ ージ 110001110 

JOIO 00 。 Ill官U~I (I、I：乍ill¥l、iUI人 法 人及び俳成会食む｝ 110003610 JOICI 00 胆r,t'Q!fl¥（人 1；気e旬、ltr下‘if.人＆ぴ排伐を含む。 I I0003lil0 

JO:!l 00 内統的~!lt.': ドレナージ 110001510 .1021・00 符同:NJl¥lr世ドレナージ 110001510 

些雌盆監 亙盤盆堕

f.00:! 00 治世清m；人 （動脈iil目玉カテーテルiUCitt択的1f1l'i'i'込影） 』70027110 E003 00 i主総保ll人｛動脈i産税カ子ーテ1if.1) （巡択的lli..i'i'~fil ) 170027110 

* ；面、＇i寸・るlベ分の検fi寸・べてを合む * ~事：5する［正分のNi leナベてや台む

3.肝がんの医療行為と判断する豊臣剤 等〈一般名｝ 3.肝がんの医療行為 と判断する寮剤事事｛一般名）

( 1 ) iヒJ：白血』L ( I ) fピi=lll:w
役割n胞 『・tJ丸倫1i'J;"1:ヒルピシン、トキソノレピシン、シスプヲチン、ミリプラチン、マイ トマイ 役細胞性抗絡剤 ：エピFレピシン、 1：キソルピシン、 シスプラチン、ミ リプラチン、 マイトマイ

シン C、 ツル オ・ロ ウラシノレ、ゲムシタピン、テガゾ『ル・ウラシル等 シン C、フルオロウラシル、 ゲムシ＇／ピン、テガプール・ウラシル等
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改正後

分子保的治療薬： ソラフェニプ、レゴラフェニブ、レンパチエプ等

(2）鎮痛薬

;:tピオイド：モルヒネ、フエンタニル、 ベチジン、ププレノルフィン、へンタゾシン、 ヱプタゾ

シン、 トラマドール、オキシコドン等

4. 1量度肝硬変（非代個性肝硬変）の医療行為と判断する業~J等｛一般名）

( 1）肝性i平服・腹水治療薬（手lj尿薬）

B干性F手順あるいは腹水、難治性腹水苦手の病名を有し、かつ、 下紀薬剤を投与している場合に

は、 .m度肝硬変（非代償性肝硬変）の対象医療と判断する．

・パゾプレッシン受容体錨抗薬：トルパブタン

・ループ系和l尿薬・フロセミド、プメタニド、トラセミド、プレタニド、アゾセミド

・カリウム保持性利尿薬：スピロノラクトン、 トリアムテレン、カンレノ酸カリウム

(2）肝性脳縫治8襲来

肝性脳症の病名含有し、効能又は効果として ’慢性肝隊害時における脳症の改善sを有する

薬剤｛術品名 ：アミノレパン、テルフィス、ヒカリレパン．モリヘハミン）による治療が実施さ

れている織合には、重度肝硬変｛非代償性肝硬変）の対象医療と判断する。

改正前

分子標的治療薬：ソラフェニプ、レゴラフェニプ、レンパチニプ等

(2）鎖羽1;g;

オピオイド：モルヒネ．プエンタニル、ヘチジン、ブプLノルフィン．ベン引ゾシン、 エブタゾ

シン、トラマドール、オキシコドン勺

4. 1量度肝硬変（非代償性肝硬変）の医積行為と判断する葉剤~H一般名）

(I ）肝性i宇野E ・ 腹水治1/1.~ （利尿~）

Rf性1.f腕あるいは腹水、難if：性能1水等の病f，をイ｛し、かっ、下記議i舟jを投与・している場台に

は、可〔1.n:肝硬変（~l'ft償性肝硬変）の対象l民彼と判断する

・パゾアレッシン受容｛料占ta~ ：トルパブタン

. ／＼.ーブ系府！Lt：薬：フロセミド．プメタニド．トラセミド、プレ9ニド、アゾセミド

・カリウム保持性利尿薬 ：スヒロノラクトン、トリアムテレン、カンレノ駿カリウム

(2）肝性的佐治療薬

nF性肺f主の病名をイiし、効能又は効果として 慢性flf隙得時における駁佐の改i'f.1をイけーる

業剤 （商品名；アミノレパシ、デルブイス、ヒカリレパ〉． モリヘ，、ミン）による治僚が実施さ

れている総合には、 if\&ftf硬変（非i~償性肝硬変）の対象l豆鋭と判断する。
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改正後 改正前

（日lj紙Uls¥:1刊l) （司lj紙係点例 1)

肝がん・3重度肝硬変治療研究促進事衆参加者征（新規 ・ 更新） 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事衆参加者直F.（新規 ・ 吏新）

交付申絢G 交付申筒書

べ’‘ a

JI:: oj', 

1百 tt 切1 ,'13 • fl:. 氏 名
性 月IJ フj・女

r.・ ’l''rJJ n i1. fl IJ 
,(,・ it{l,,111 l1‘ 月 日

療医 l>i 
It i’l rna.i; 電虫

の 瞳3 H: ffr ｛電話

阻人並 11-
，凪：；－

H 

喜 核保険苛 氏 名
zーキlバ再fーー 彼 l'H¥t~庁氏れ qi J1'i (i・とのt.lc柄

llJ J市r.・との..：！ll'f

よ
よ

り
つ

。日入［夫被保険
健保険~－.1Eの

与 加人民矧保f~
被保 険 r.・J正の すと

保険干亜日＇I Ith • *!l • J1＜・図 ・役

保険何時I) 協 ・組 ・JI;• 同 ・ ｛を
~c ，’i冒 ・ 世＂＇； ＇り2冒

匂

,i: ・} • lll-,j-
者る

r.・ 1呆 銭 -{fr ~ l} 
保 険 .｛§・ ~寄り

f.11 ti 
/1il 名

． I, t・，り 世．なし
I あり ~ － t.:L 本 助成制度

本 助 成 制 度
公~htl!/'i-,f;I! ・受給行需ひ｛

公f'HHI!者待~；－ ・ 受給r.·再~ ~；· ( ． 

手1) Ill 11.~ 
｝ 和l JJJ 1塑：

fr効期llll( JI II～ ‘I'- JI ill 
イi効期m1c IJ 日～ fl Ill 

Hfがん ・ i!O~Hf傾注治縦研究促進・，，~について説明を受け、本事業の敏行をJll！解し 、 M怠十る
IJFがん ・ 呪t'S:nf傾t!:tf;W研究促進取全ドついてま見IYI を受け、本・l＇業の団行r.-1'~~~L、lu1怠寸る

向で.Hfがん ・ if{[![Jlf硬A：治w.研究促進’！~~~）JU(,•tif.の（ 新IQ・!l!l'fr ）交付を111:11し世十
出で．月「がん ・可Wmf~硬変lf1 l~lilf"'\;f足巡ポ宅$1JU （.・！正の（ 新m・史新 > xr・fか 1 11,,•1 し宅ず

1 1 1扮』~－1u·, 同』 ’＇＇＂＂＇者氏名 同］

（代J'~人の場 fl-I;! i~J'll人の氏名 σ＇＞ Ji.!~ と J11＇印1
｛代1'1！人の場 合は代JIU人の氏名の，己載と押印）

11ミ Jl fl 
4ド .JI 日

知事殿 知＊ 殴

※ft.JJ日行11F.の交付f去に1P ~ N内告に1正史があったJijil-i-t.参1mr.・i1£を.. .Cf・tしてL、る侃；道府県知I :r-参加1布三Eの交付i査に’1 1 ：町内符に~9!があった場合l士、 ~ JJur.・:1Eを交付してL、る伺：道府県知l

~，，に、 変~附l買を交付ゆwmニui.! ~主し、 参加r.-J1E及ひ・t:史簡明にかかる1i1係n鮫を添えて鮭 がに、妥：！！！目指J掃を交付申請.nにi記載し ． 参加l行~1E及び変吏筒1~rにかかるl~I~系n顕を添えて挺

ill寸ーること Hi-t・ること
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改正後
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改正後

硲f~'i!llt.総入1f及び1.f.l,tの事i事fUτ.IJ旨定／t:&lii量国か患者芋え；こ臨海デー替の提供：こ隠して託期するた訟の
ii"f1~·添付され主す
/ltiil広徳夜間出者本人どの間171//1 られるものEなり玄T抗怒~（！恥‘るお，if."fVV.縄問；こまft/...~； ‘ただt之

lこ：l,.•l.1主す

なお．すべての~！ ti：』吋L'm のものを，1i十必要詩吟.fl';.'):f·fζ；f),"'.J. 記~Iヤル崎m·n目前·'i;tl討会．ぐ
〈ど示、

改正前

（信号HdM慎＂＜It.fill主t}-h,

§床航続人奈良び録'Ellの事~kl:L －；.~；誕側r:J ;a1 ri ~ ~：＝u1~デー切/.'I侠：ご徳山＆'eJ碗十日的
資”が返付され主十Lt孟温主主i
信主医療樋rJ:a•者主人Eの鰐でm1 －~1るものと.＇~I ！すが.II道（／弘主・ Iii屯flill.lffJ::f<IJLコ全ど、こ土
：ゴニります
’w.十ベτω患者；：札τ｛＜（ ーのもの告示すも震かl'l¥ii-?';'."litふ 11:.llぷ，，.，，容の追加・備制l;J制τて

(Qi•, 
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改正後 改正前

日11紙隊式f日1[3 別紙係式例3

公1UH1ir,-1砕け 公t?負担l者訴I}

公1rnl1ti民僚の

／ 交 鉛 .(i・ I寄り

公t~負担!I長僚の

／ 受給 .(i· 市~｝

｛十 ｛主 所

参 参

hll 氏 r. 加 氏 r, 
r.・ 省「

’L Ii! Jj II IJ'- JI fl _!}.] む： ’I：＇ド JI11 ll JI Jj ・IA

保 険純日lj 協 組 比 国巾 保 険係自lj 協終iJI; • 同径 ｜ 被…の日制 ｜
保 険 行 W;~；－ Ii盛HJ 保 険 .（，・ lfi l} 

有効期 fill
I~ JI 日

ii JI fl 
有効期間

Ci JJ 1』

ゼ Jl ti 

自己 !i.判 II1羽 10, 000円 自己負折Ill官官 10, 000円

都道府県 都道府 県

知l 才』 （伺：道府民＇，.f,) （行「》道府県知‘l~名） ⑫ 知l 名 （相：道府除名） （判；屯ぜ~UU.11 ・l~名） [[ 

及 び 向l Ur. ぴ 同1

交 付 IFJJ 日 fド Jj 日 交 付 年 月日 {f. 片 n 

備 x 備 7; 
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改正後

別紙様式｛折1J;3 

｛誕百Ii)

i主4な！JOY!
I . ..f；献を交付されたかは.nfかん .•TW!'JI』制変治療緋究促進事業（！;.I, F ’ 本竜I~業 という ）の

参加r;· となり、乏の条件を満たした泌；~，ニ似 •J , WHニ定めるlt段［）（I/I.のm11のラち4Jl II以降の

mnについて、．弘行ー部－！HE！の，，紛が t!) l'lになり主寸

2. ＊＇＇＇業において助成対象となる医療 i士、！，＼!Illとして、過去 12Jl以内ド、計；；£［宍械健l則におい

て目fがん ・ ifillOIH~変入院rnH副長城｛刈穂11:旗旋賢治：）＜：給されるものに似る ）を受けたJl数がl死
lこ31）以 l：あるむのに限られ主ず

; . . 持tii::l~線機l~Jの窓nマの負担1が p 万l'l となるのは、 j,;J ・11>JH:.. ・つの桁定医療機！闘における

I [11］の入佐で．料品；／u ・ lfU~U傾恋ん院関係J~ltilの n c. !'lN糊がtr.縮機最j\IU.•if J.lj l1flf.'fi t-応えた

場介ですユ

-l ~ !iii .のf’l二 字つのtttu~ 1災 t/i，階聞におけろ拘取向のλ此でー町Fがん · ilcr.r百F硬恋人l夜間保仮説

のfl己（＇1N前iが尚前iW.Rtrn・M処ll島知l".-t<l:kt:Iζ左の幼合，t.償還払いの手続きをとることにな

川主寸・

5.窓口｛H11.が 1lif'Iになった剥介でも.'Ji If支払慣JI.¥！の帯i主のl';*Iニよっては、条件をi前たさな

いことになり ‘ j(J徴となる・•I能性があるのでm.i"J" してください
El. ｛；： •正のうど1・fを受けた際Ii、必ず、 入院しているJ肯定［k療機関にlft . 1：していください

7. ｛三2正のfi効l9llillの満「後に引き民き .t.;·J~1W$1JU寸ーることを n;'?lする場合It、 交！·t1J ’mおに必
＇.｝！！・Jrrt（を記峨L . 討伐する伺；道府県の知 ·1rがJ.i：める交付•！•Jlt,Irに添付する,If努i((ti＼.必等）を添

えて、 ず本必E.r.交付LP士.IJUilfJf!Kl知事'rJi二日I新の1J1:/Vdrってく ださL、

8 . ..fζ妊の（！＝1折．氏名.IWt!ffi.別、被保険-r.・nの:OL!~｝ ・ 吊；；・及び保険1'1'11';1；·に変史があったとき｛他
の間：道府県に転射した尉斤を除け は、 i密やかに、 ＆：~した筒所を交付111 ::u11ご但総L.本J正と、

J.:'I!節所にl~J!,f.寸ーる m11を添えて． 1r.本症を交付ιI:.街道府'JfU11Jtr1に拙IIしてくださL、

fJ. 侭道府県外へ転；； 11寸ーる幼介 C!l:!H;iを移した幼合） ．こおいて、 t,.;/[\1をも4: '1~l!に参加し、 参力日

』－.－~正の交l·tをf走けたいヰ占
た交HIP~品」Eを、 本~If. と．転~·｝~の銅；illl(f~，＼が定める交付IJ’wmニif;付十る .1rtli （（ド氏自民寺）を

祢えて，tt:111先の(,f,，道府県知‘Jrに提Illして〈ださい

IO. lif.道府県知、F：こm；；紅、いを制J比する！J~frl士、 4"11Eの＇＜j. しをff.:i!l.府県知事；こ提出することにたり

ます

11. j•／生労働行の研究！Jr貫主に協力寸・るニとの［，；J.tf：の徹l吋を ff;'?{cj・る場合．法ぴ.1r~への穆加を終 f

したい場合は、下のill総光（本証を交付した郁道府県の打l吋係｝宛てl工、 ’ llfがん ・ if（度肝硬~
ifllfl.研究促進事業参加終 r11’Ul必Iに必要＇lrrrtを記総L、ノド：••を添えて総Ill してください． なお、

川日：ん ・前Hlllfli1百変if;!/l.olf究促il!l'Jr業参）j日終 （IJI J,'j,I~ Jを布百道府県が交.PP.したIJlニ泌するJlの

~11 までは、 [liJ.l'：が徹［11J されないことに附駐してください
12 . ..f.:;,Eを自主抗iしたを） . iりしたり又は紛火した場合は、 f本渇Eを3さがすιたlfffiii!ff焼却1/r｝にその旨

をMけIllてください．

13. 4；白Eを不11：なII f内で）］］~、ないでください，主た、本~iEの干lj川＇t総’:Mにf了ってください

14.その他のll:li、介わせは下況にill絡してください

泣［約先 00街道府県00郎00限00係 (TEL : 0 0 0 -0 0 0・ー00 0 0) 

改正前

別紙様式!913

｛拠出）

1 U~：11rra 
1 • ,j.:JiEを交付された ljl士、 JJr-がん ・ 取Htllf~!l!公的根研究促i1t事業（以ド『4: ・I＞業J という ）の

$1J日of,・となり. 2の条件をi前たした均g守lこl】；u.り.＼）！［に定める対象l~IJI.の旬Illのうち 4 JI LI以降の

f(Hlについて、 Y心r.・ －部ft＃！の)J1闘が IJJ['Jになり£寸ー

2 . ..f正事業において助成対象となる保有能Ii:、Jf,(U!Jとして、i@l；』211以内lこ、指定医療機rn11ニおい

てRfがん ・ 呪f~肝硬変入院l関係医療（刈制縦長代が文給されるものに1:11る ｝を叉・けたJll立が凶

ー丘i墨絵卓三日正に：3JI以上あるものにl民られをす，
3. m込・l民的憐l~lの窓『 lでの王1伊が I JJI・！となるのは、次の全ての•！！i!'l＇ーキ i.xiたした場n-でナ

E土 2の条例を湖たしている 三E
• IDI ーの前；;t1民lfll奮闘におけろ4月 II以降の人吉~であるこ と

． 、，＇； ~産I~唱団f羽における~－のJI のlil:f!Jの入院が HFがん ・ !RI：主併画面恋人町llLl~l~l(i l,1°1;1'111fi' 1量
1告が企給3忘れろものにI現石、｝の入院であること

・ 吋絞l~I：忽榊1切において，＇＂＇ の”ド‘他の公売 （＇11¥ll時的安宅・けでいたいニ左

4. ：！ の＊f’ド手・湖たき f~＼ 、lij(tf"t 償還払いのT＇純さをfとることになりま寸ー なお い］・のJIに‘

M ·のt陥例制＂＂信欄において司 仰に公持!'1<1 1.1~~1"..－号けた泌合r·L .：＇~訓111.l録台のド1 己 r.制限定知
全でj(llJUの忠 11 0 ~！が鬼’l'-t－る 吋権付があるのでllf1をL二ffだべい

5. aの条件和満たして窓口n:111n:l万円lニたった場合でも、昔日t支払機ll!Jの寄-ftの結来によって

t士、条件を満たさなt、ことになり、迫i貨とh?nJI伝刊があるのでIYI，むしてください

fl. _,j.:慌の交｛・tを受けた郎lt.必－1・.人院している桁定tK縦般11¥Jにt"e,1三していください

7. {.:;ii正の仇・匂~lU] 1111の渦 （i世に引き縦さ本事繋lこ2叫 lナるニとを11.－守｛寸・る地合は.::Cl・t1P.i'I,1干［こ必
要事t(iを記4世し、 WI十寸・る伺；ili:J/'.f県の知・I＞か;Eめる ~(.tl[l ~ll.！.＇に給付する，！nli』（(tl＼＇： ~i~'i宇｝を鼠
λて、 f本涯を~付した都道府』倶知事’ t二史官民の 11J ;,•1を ir ってくださ、、

8 . ..f.:罰Eの作所、氏名．保険傾）JIJ、被保険（，・.l1Eの，；己り .／再l}lえび保険lJ・ If；~；－に変日lがあっ？とき｛｛也

の都道府県に~；~·｝した地合~除く）は、 iiliやかlニ、定9! した筒1軒を交付111::1mこ記峨し、 ..f.:J1F. と 、

変・匹前所に！Ill係寸ーる.1Hiiを添えて、 f 4"ltfr:：.ぎがtL, t:: t!/Jii!!fl JH舟7!/rJに舵tllしてくださL、

9.拘iillff.f以外へ転Ill寸るii.Ifヤ｛（ t:Li.::•1iを移Lた場合） I二おt 、て、 MtlH査も本・If業に~）JI』し、~）JU
.f.・:1Eの交付を受けたL、助合Ii.、＋；；1111lの鳩－1・るJIのVJlの』ミII主でに、 Ct所t手話I:！！！筒所を記載し

た交付』[l:,'j，！~合、本J正と. f,,;/;1：・九の伺；il'iff.fv~か2どめる交付1(1:11 却ニIM·tナる .1：： ~i ((H~却下~） 全

添えて．転lll5tの都道府県知事lニti.WIしてください
10. 附吃•~＜~明間1則に入院 t側駒山m·.凶民的情IQ! ！ て入院した111:合b合ct,· h し.2の！xii'.，キ・"Z・lfた地

丘エ』侃道府県知事に償還払L、をwボー！・るぬ~は、本』1£の’＇f. しを伺；道府県知1 ・I~に鎚!f lするこ とに
たりま寸ー

11. J＇／.＇［，労働行の研究事業に協)J寸ーる ことのlr il.(!；の倣J ro lをめ守1~1·る場合. ＆び・M覧への$Jmを終 f
したL、場合は. fのi1!絡先（..f.:J1F.'i:交付Lt・r.111且府県の判、＇ i係｝宛てに、 !Jfがん ・可【1箆IJf側公

約自民研究促進~1~司~~IJ日終 f ＂＇ ＊＇＇持i に必＇.＆＿0）~械を記載し、 ..f.: J1Eを総えて鉛m してくださいなお、
『tlfn：ん ・前皮ilf傾公約自信仰究iJ!'.iJ!!·1~業牟川l終 （l[IJ/i J；：』をIii¥》道府民主が叉・.Pl！したlI lこ胤寸るJIの

木 LJ主でr-t.l••l.u11'I散［11！され t~~ 、ニとにWIXJ：：してく なさい

12 . .＋：紅会磁制したり、均したり又は紛失した場介は、 (,f:lif全gf；寸Lt:: NJiillff ,Jn忽fmにその行

をh1iけtl1てく之さい

13.ノド1;1を不正なll的でmu、ないでください 主た.4正証の利J!Jri:誠実l二frウてください

14. その他のII’I~ 、合わせは下J己にi.ili絡してください

主.l!絡先 00都道府県00部00疎00係 (TEL : 0 0 0 -"-0 0 0 -0 0 0 0 l 
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改正後 改正前

日IJ紙様式例5 別紙傑式伊1)5

nrがん ・ 重度肝硬変治療研究促進・J~~参加終了通知書 fffがん.if＼！.止肝硬変治被研究促ill? ・W!i~参加終了通知計

公1?0l!!fi・信号
公'tt{Ht!,n・砕け

公'ttfttt!I反僚の ／ 公費負担!I民僚の I/ 受給自ー訴f)-
受給指If;i;-

｛主 所

！主 所

－ ・， ーま

1，・ 4・．． i~ 名

l¥; 1'1 
’主 lF JJ iJ 4ユ 』l リj l,i: 

'!: fド Jl 日 Jl 日 リJ • k 参加Iff・ JiEの

イf 効 l~J llll 
自 月 同

参加 lf・ J正の 主i 11 Ii 
自 時三 月 fl (1立近のもの）

イI効 l明 !ill
3i {f Jl 日

（的：近のもの） 日iJr,lt :t11 ri ""' 自 勾 JI 1:1 

和lj Jll 完結 ~ l~. JJ 日

助成 制度の 自 月 [] 

fl] Ill スfi't 三2 !f- 月 日 *'1-r i1：月 日 対 ｝！｛※：交J'J!rl のJl の I~!J) 

終 fiドJj II !p JJ 日（※受理円のJlの米HJ 終 fの Fflill 
I 参加終 （illJ.'(;I｝のmw
2. その他（

終 fの J'ft山
I. 参加l終 r •I•.市1~の苦＇tlfl

参加終f11!1.ll!:i l量当証盟国島i
＜！. その他（

のが~盤！VI I可！f. M• ( l 

Rfがん ・ifUJrllf硬変治療研究促進事業への参加代、上記終 ｛ll'fJIJをもって終fすることを

通知する．なお司lol日付をもって、VWtに閲する臨時；データ （臨床調査例人票等）の活用を終
RFがん ・ if！！＇！＇肝硬変治時f研究促進、！＂~！への参加は、 l::l'.終 frr JJ 11をもって終ri－るこしを

通知するなお、 I•~ II付をもって.kl~~に｜刻ナる臨床データ （臨床剥ff.例人京将）のl/ifll を終
了するものとする． 了するものとずる。

* Jl 日 月 日

（都道府県名j （都道府県知事名） w （都道府県名） (fill道府県知事れ） I~ 
． 
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改正後 改正前

町1劇団.u叫い

E・~ L』 ‘’B唱酎暗 l;'. 11司~~’ttl(f , c 九r~1 .叩主u~~
可唱組錨日明日

同~·，・， c J回．
町t ・ 1!(1.1:,引綱 ＂·~·・ ＇ヨ司 ’Uコム4
l 11'<1.rt ...民A・‘ー‘’1司

111・t1'11!喰周！’：，e” .，.・
－＇・回＂＂＇ "'" 町 、，，．

I 
』

肝がん ·ifi度肝硬A.If！側~(I'主,tt \1!,噌墨人民民税 .＇dt~

l"Jtl!ll ＂＇＂・・・ “ ＂＂＇
l"U'O.;Qι・岨am 勾S吋．－

．‘”。．、町

ドt’l’

・．．

－
 

a
 

組

”
 

T
LE
＆
‘
町
E

－

J也前可λ、ru；刷＂
!fかん（（loJO空自崎重：：』t川、院Lた刷白I二ti Z山l'U司A r.r ... t• r慣悶】！＇. • :t:白川・n, . 1,~ ； _r:j、．
また． 揮品約臥：：師~o,I ・をIU＇十る刷 Jキti 、σ・ o.'.lol却を.，1，~.1;.·JMI 、〈 ・~ . ・

、何定限峨句問山士l~11山 J；. 、山』，E目ν

こ山λnFR’H車：”！；＇！~ ~·1・きh.tt r.::.. If~・人・市内’flO~V＜間開p ，ニ， .-.J• ιE呈；..;11・官、t-!

ととゴE・e・閏f> m 

川市一一

I it 民被穐悶t.（同！） 民権内有
叩.. 参．網，島．． 府舗‘ニ．術．””ー 同険削1 I 
建季世と '1~‘p・v’ h眠，.f.』a

円ーー♀旦』4臨唱E嗣：1<21 ：＿定’・！，
ー 'f ·• ・凪ltlf樋聖人民周隔民待

..olll.ι 

I；瞳’E掴:1111 ：：電，Eる 11.ーーー且
，.，ι ・且喧肝便宜A質問蝿匹W

♀証工

t!!i，ー・l·~t , . .,. ... !.!h:j. ＂＂’tft l M－円.；；~暢～＇＂＇＂甲骨帽ι~~ ・ f:_.－ .ν品 ，.~＋ ". ~· － 

q JI 

日ft I同町 【” ｜｜ I~棟内有 円p町.＇重a・」量・臨打哩4・ ｜ 開－l"J~山 『正司f,;S-,

軍司•u＜［・且

宮崎電刷＂ 12' 'l!'i ~ t:.t:.円ーヰ~

肝－：ん－fl.it!f同宣入質問If匹’F
♀凶；ι

~‘’E圃沼 1:,:.1 ，·定める t:.t:.· ・·~旦
肝，tん・（（It肝健t:入院同院医修

己.！：.！.

占：！.：..：So!’＂＇t 吋昌＇!I' • ：珂冒岬宇’~..’ h 司自由Hr園iI ＇・－；：..；・＂手 -・ -.. ~ · 亭

l’f ~·＇亀岡R I司令 I~桜山官
＂＂淘3院e修＂ j.ι＇ a~，.・a・・・2・ー 相除問＂I

ニe且，；；，且・~ ＂＇＇＇” t四.’
F・1白占，p:

h・，，，圃hr 

民地要綱祖（ζ〉ι宰tめる 円L...」i

肝SA・凪Jo:’f・ti.'R問悼民匝 －，、~ 

ι•－＝刷羽（ ~ I 1定’·~
町三2二:El

!f!Oん・凪JUf傾電‘R閉悟E・
-"Lー

『’‘’配置ヲ ， i ，九”＇，;o ・市崎l'lttl"Y.，風町酢J馬開 r.•"•"--W－＇＂」S・ t ル， ν ， ,,. • I ；..‘ 

,fl J・1
oil ’‘喝事官同町川＼ii 係車内脅

－－’麗，：－＂・；、己持保~空，調••l !'<"l'iK~i 
fi'Jlr耳‘2

九£慢ぷ，昌H広r邑・且且－ "}j"l;司冒令高、－.：.＇.＇

E出唖嗣河 1~’：：宮める “!f'i__,,,;;:J 
肝：ん・凪11:1!帽を人R簡保E’E

~櫨t:掴』〈＝｝に占め.， M 円4斗』
~ If~λ a車It肝... ，’.~周回l\10'

♀卓三L

"-1.:止『園..＇＂「五時J ・I ・i噌型・l喧哩 a'"!.li＂璽膚’.... 圃~.；；；・・ p 』 "' 1,..:,e. 

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



改正後 改正前

l ~ J f;\IJ,\:lii7 1 Ol'f既齢、比例打

時過Eん•:IUl肝硬震f命保研究促遣事買高跨療費留置払い蹄求書 貯がん，a度肝硬変地膚鋳究促進事異匡JR餐慣•.• 払い拘求書

昨 )I ll IF. JI LJ 

• • TJI 1f 間 ・・ 切、11 蛤

,;,・iM者 1持削I(,') fMi 子 Jti •位者 ｛奄，~， 何I t子所 〒

氏名 @ I号t. 自

1包.tii:frl} ( .} 'oU,:li If; l.!- < 

肝がん ・ 抗l制F傾~iii被研究（ftil!i ·t~葉山i）~lli.l"Cをドのとおり 2押収し ます

なiJ. ，：.；~ .~~'i:tリ；山 IIJ'l＼にf;iり込んで〈ださい

月「カ；；， ・ •f(/([ijf側A:ihl俗研究促進’11米の1'.(1~mを「山とおq ：「·1,R し主寸－

fJ:お．支仏金制It次のIlf'IH:M’J 込んでください

L--・E・－・E・－」ーー ーーーーー
, ..時間帆h

, ....‘悶川

公1？負担1行
t昨~｝

公1?0れl医療
の受給計百＇； I}

ζ前 l :.:(1,1；ヲーI' I 同IN

1野餅1 : : I 円＂＂ .~河 町

! I ,_,•: ... !! .•• :L . ：＇.~.L. ..ー一一一一一一一ー
i ! I＂ 剛 仇 R

17 
ム.., ., 

－一－一一~－·－－＇ ••• •＋ー 一一一同一・一一一一会＋•••••.ーーーーーーー. . .

一
E
E
’

ー

i

レ
持制l朽』i=r.

ー• I ' ,, 円一.......・叶・

参加高・lf.;f,

fi;」込 rn1~

WI求者） I ＂~－ I 
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肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の実務上の取扱い 

 
 
１．医療給付の申請について 

（１）「肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業について」（平成３０年６月２７

日健発第０６２７第１号厚生労働省健康局長通知）の別添「肝がん・重度肝

硬変治療研究促進事業実施要綱」（以下「実施要綱」という。）３に定める

医療の給付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、別紙様式例

１による肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加者証交付申請書（以下

「交付申請書」という。）に以下の①から③の区分により、それぞれに掲げ

る書類を添えて、申請者が居住する都道府県知事に申請するものとする。な

お、６５歳以上７５歳未満の者が、後期高齢者医療制度に加入している場合

は、③７５歳以上の申請者の例によるものとする。 

① ７０歳未満の申請者 

ア 別紙様式例２による臨床調査個人票及び同意書（臨床調査個人票につ

いては実施要綱５（１）に定める指定医療機関（以下「指定医療機関」と

いう。）の医師、同意書については原則として患者本人が記入したもの。

以下「個人票等」という。） 

イ 申請者の氏名が記載された医療保険の被保険者証の写し 

ウ 限度額適用認定証又は限度額適用・標準負担額減額認定証（以下「限度

額適用認定証等」という。）の写し 

 エ 申請者の住民票の写し 

 オ 別紙様式例６による肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業入院医療記

録票（以下「入院記録票」という。）（医療の給付を受けようとする日の

属する月以前の１２月以内に、指定医療機関において実施要綱３（２）に

定める肝がん・重度肝硬変入院関係医療（以下「肝がん・重度肝硬変入院

関係医療」という。）（高額療養費が支給されるものに限る。）を受けた

月数が既に３月以上あることが記録されているもの）の写し 

② ７０歳以上７５歳未満の申請者 

ア 個人票等 

イ 申請者の氏名が記載された医療保険の被保険者証と高齢受給者証の写

し 

ウ 限度額適用認定証等の写し（但し、所得区分が一般にあたる者を除く） 

エ 所得区分が一般にあたる者は、申請者及び世帯全員の住民税課税・非課

税証明書類 
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オ 申請者及び申請者と同一の世帯に属するすべての者について記載のあ

る住民票の写し 

カ 入院記録票（医療の給付を受けようとする日の属する月以前の１２月

以内に、指定医療機関において肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療

養費が支給されるものに限る。）を受けた月数が既に３月以上あることが

記録されているもの）の写し 

③ ７５歳以上の申請者 

ア 個人票等 

イ 申請者の氏名が記載された後期高齢者医療被保険者証の写し 

ウ 限度額適用認定証等の写し（但し、所得区分が一般にあたる者を除く） 

エ 所得区分が一般にあたる者は、申請者及び世帯全員の住民税課税・非課

税証明書類 

オ 申請者及び申請者と同一の世帯に属するすべての者について記載のあ

る住民票の写し 

カ 入院記録票（医療の給付を受けようとする日の属する月以前の１２月

以内に、指定医療機関において肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療

養費が支給されるものに限る。）を受けた月数が既に３月以上あることが

記録されているもの）の写し 

（２）実施要綱６（２）ただし書により、更新の申請を行う場合には、個人票等

の添付は要しないものとする。 

(３）２（５）の参加者証の交付を受けた者（以下「参加者」という。）であっ

て、当該参加者証の記載内容に変更がある場合（９の場合を除く）について

は、当該参加者証を交付した都道府県知事に対し、変更があった箇所を交付

申請書に記載し、参加者証及び変更箇所にかかる関係書類を添えて提出す

るものとする。 

 
２．対象患者の認定及び参加者証の交付手続き等について 

（１）都道府県知事は、交付申請書等を受理したときは速やかに当該申請に対す

る認定の可否を決定するものとする。 

（２）都道府県知事は、実施要綱６（１）に定める認定を行う際には、個人票等

に基づき、別添 1に定める対象患者の診断・認定基準（以下「診断・認定基

準」という。）に該当する患者であることを適正に認定するものとする。こ

の場合において、都道府県知事は、必要と認めるときは、実施要綱６（１）

に定める認定協議会に意見を求めるものとする。 

（３）都道府県知事は、実施要綱６（１）に定める認定を行う際には、医療の給

付を受けようとする日の属する月以前の１２月以内に、指定医療機関にお
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いて肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が支給されるものに限

る。）を受けた月数が既に３月以上あることを確認するものとする。 

（４）都道府県知事は、実施要綱６（１）に定める認定を行う際には、限度額適

用認定証等、高齢受給者証又は後期高齢者医療被保険者証その他所得の状

況を把握できる書類に基づき、申請者が実施要綱４（２）の表の階層区分に

該当する者であることを確認した上で、（２）による認定及び（３）による

確認が行われた申請者が加入する保険者に対し、医療保険における所得区

分の認定を行うために必要な書類等を添えて照会を行い、当該申請者に適

用される医療保険における所得区分について参加者証の適用区分欄に記載

を行うものとする。 

（５）都道府県知事は、（４）により医療保険における所得区分に係る記載を行

った申請者を対象患者と認定したときは、速やかに当該患者に対し、別紙様

式例３による参加者証を交付するものとする。 

（６）都道府県知事は、認定を否とした場合には、具体的な理由を付してその結

果を申請者に通知するものとする。 

（７）参加者証については、原則として、有効期間は１年以内とし、交付申請書

等を受理した日の属する月の初日から起算するものとする。 

 

３ 認定の取消について 

（１）参加者は、参加者証の有効期間内に実施要綱７（２）に定める研究に協力

することの同意を撤回したい等認定の取消を求める場合は、参加者証を交

付した都道府県知事に対し、別紙様式例４による肝がん・重度肝硬変治療研

究促進事業参加終了申請書（以下「参加終了申請書」という。）を提出する

ものとする。その際、交付を受けている参加者証を添付しなければならな

い。 

なお、申請時期にかかわらず、参加終了申請書の受理日の属する月の末日

までは同意の撤回はできない。 

（２）都道府県知事は、認定を取り消すこととした場合は、速やかに別紙様式例

５による肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加終了通知書（以下「参加

終了通知書」という。）を参加者に送付するものとする。その際、都道府県

知事は、遅滞なく、厚生労働大臣に参加終了通知書の写しを送付しなければ

ならない。 

（３）（２）により認定を取り消すこととした当該参加者の認定の有効期間は、

参加終了申請書の提出を受けて認定を取り消す場合は、その申請時期にか

かわらず、参加終了申請書の受理日の属する月の末日まで有効となるもの

とし、参加終了申請書の提出によらずして都道府県知事が認定を取り消す
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場合は、認定を取り消すこととした日の属する月の末日まで有効となるも

のとする。 
 
４．入院記録票の管理について 

（１）都道府県知事は、Ｂ型肝炎ウイルス又はＣ型肝炎ウイルスによる肝がん・

重度肝硬変（非代償性肝硬変のことをいう。以下同じ。）と診断された患者

（以下「肝がん・重度肝硬変患者」という。）に対し、入院記録票を交付す

るものとする。 

   なお、入院記録票は指定医療機関を経由して交付できるものとする。 

（２）入院記録票の交付を受けた肝がん・重度肝硬変患者は、指定医療機関に入

院する際に入院記録票を当該指定医療機関に提示するものとする。 

（３）入院記録票を提示された指定医療機関は、肝がん・重度肝硬変患者が別添

２に定める病名を有して、当該指定医療機関に入院して実施要綱３（１）に

定める肝がん・重度肝硬変入院医療に該当するものとして別添３に定める

医療行為（以下「肝がん・重度肝硬変入院医療」という。）が実施された場

合は、入院のあった月毎に入院記録票に所定の事項を記載するものとする。 

 

５．対象患者が指定医療機関に対し支払う額 

指定医療機関において肝がん・重度肝硬変入院関係医療（一の指定医療機関

における当該医療であって一部負担額が健康保険法施行令（大正１５年勅令

第２４３号）第４１条第７項に規定する特定疾病給付対象療養（以下「特定疾

病給付対象療養」という。）に係る高額療養費算定基準額を超えるものに限

る。）を受けた参加者であって、当該医療の行われた月以前の１２月以内に指

定医療機関において肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が支給され

るものに限る。）を受けた月数が既に３月以上ある旨の記載がある入院記録票

を提示した者は、実施要綱３（３）に定める医療に係る医療費として、当該指

定医療機関に対し、実施要綱５（２）②イに定める金額を支払うものとする。 

 
６．対象患者が５．により自己負担額の軽減を受けることができない場合の取扱

い 

（１）指定医療機関に入院して肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が

支給されるものに限る。）を受けた参加者であって、当該医療の行われた月

以前の１２月以内に指定医療機関において肝がん・重度肝硬変入院関係医

療（高額療養費が支給されるものに限る。）を受けた月数が既に３月以上あ

る者が、５によって自己負担額の軽減を受けることができない場合は、実施

要綱３（３）に定める医療に要した医療費のうち実施要綱５（２）②に定め
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る金額を都道府県知事に請求することができるものとする。 

（２）（１）に定めるところにより請求を行おうとする者（以下「請求者」とい

う。）は、別紙様式例７による肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業医療費

償還払い請求書に、次に掲げる書類を添えて、請求者が居住する都道府県の

知事に申請するものとする。 

  ア 請求者の氏名が記載された被保険者証、高齢受給者証又は後期高齢者

医療被保険者証の写し 

イ 請求者の参加者証の写し 

ウ 請求者が指定医療機関に入院して肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高

額療養費が支給されるものに限る。）を受けた参加者であって、当該医療

の行われた月以前の１２月以内に指定医療機関において肝がん・重度肝

硬変入院関係医療（高額療養費が支給されるものに限る。）を受けた月数

が既に３月以上ある旨の記載がある入院記録票の写し 

エ 当該月において受診した全ての医療機関が発行した領収書及び診療明

細書オ その他、都道府県知事が申請内容の審査に必要と認める書類 

（３）（１）による請求を受けた都道府県知事は、（２）に掲げる書類を審査した

結果適当と認める場合は、請求者に対し、実施要綱３（３）に定める医療に

要した医療費のうち、実施要綱５（２）②に定める金額を交付するものとす

る。 

 
７．指定医療機関の指定及び役割について 

（１）実施要綱５（１）の定めによる指定医療機関の指定を受けようとする保険

医療機関は、別添様式例８による肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定

医療機関指定申請書（以下「指定申請書」という。）を都道府県知事に提出

するものとする。 

（２）都道府県知事は、肝がん・重度肝硬変入院医療を適切に行うことができ、

かつ、本事業の実施に協力することができる旨を記載した指定申請書を提

出した保険医療機関を肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の指定医療機

関として指定するものとする。また、都道府県知事は、指定した指定医療機

関について、別紙様式例９により厚生労働大臣へ報告するものとする。なお、

都道府県知事が、指定医療機関の指定の取消を行ったときも同様とする。 

（３）都道府県知事は、自らが参加者証を交付した参加者が、他の都道府県知事

の指定を受けている指定医療機関において実施要綱３（３）に定める医療を

受けた場合には、当該指定医療機関を自ら指定した指定医療機関とみなし

て、実施要綱３（３）に定める医療に要した医療費のうち、実施要綱５（２）

②に定める金額を交付するものとする。 

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



 

（４）指定医療機関は、次に掲げる役割を担うものとする。 

① 肝がん・重度肝硬変患者がいる場合、本事業についての説明及び入院

記録票の交付を行うこと。 

② 入院記録票の記載を行うこと。 

③ 患者から依頼があった場合には、肝がん・重度肝硬変入院医療に従事

している医師に個人票等を作成させ、交付すること。 
④ 当該月以前の１２月以内に指定医療機関において肝がん・重度肝硬

変入院関係医療（高額療養費が支給されるものに限る。）を受けた月

数が既に３月以上ある場合のものとして、本事業の対象となる肝が

ん・重度肝硬変入院関係医療（一部負担額が特定疾病給付対象療養に

係る高額療養費算定基準額を超えるものに限る。）が行われた場合に

は、公費負担医療の請求医療機関として公費の請求を行うこと。 

⑤ その他、指定医療機関として本事業に必要な対応について協力する

こと。 

（５）指定医療機関は、指定申請書の内容に変更があった場合は、速やかに都道

府県知事に届け出るものとし、指定医療機関であることを辞退するため指

定医療機関の指定の取消を求める場合は、参加者の利用に支障のないよう

十分な時間的余裕をもって事前に届けるものとする。 

 
８．対象医療及び認定基準等の周知等について 

都道府県知事は、本事業の適正な運用を確保するために指定医療機関に対

して本事業の対象医療及び診断・認定基準等の周知に努めるものとする。 

また、都道府県知事は、指定医療機関に対して定期的な指導・助言を行うよ

う努めるとともに、本事業を適正に実施していない指定医療機関に対して、本

事業の適正な推進に必要な措置を講じるものとする。 

 
９．都道府県外へ転出した場合の取扱いについて 

参加者は、都道府県外へ転出し、転出先においても引き続き当該参加者証の

交付を受けようとする場合には、転出日の属する月の翌月末日までに、転出前

に交付されていた参加者証、変更部分を記載した交付申請書、１（１）の①か

ら③の区分によりそれぞれに掲げる書類（個人票等及び入院記録票の写しを

除く）を添えて転出先の都道府県知事に提出するものとする。転出先の都道府

県知事は、当該提出があった旨を転出元の都道府県知事に伝達するとともに、

転出日の属する月の転出日前に肝がん・重度肝硬変入院関係医療が行われて

いない場合は、実施要綱３（３）に定める医療に要した医療費のうち、実施要

綱５（２）②に定める金額を負担するものとする。 
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なお、この場合における参加者証の有効期間は、転出日からとするのを原則

として、転出前に交付されていた参加者証の有効期間の終期までとする。 

 
１０．代理申請等 

１の医療給付の申請、３の参加終了の申請、６の償還払いの請求及び９の転

出先の都道府県知事への届出については、代理人に手続きを委任することが

できるものとする。 

 
１１．情報収集 

都道府県知事は、必要に応じて、本事業のより効果的な運用に資するための

情報収集等を行うことができるものとする。 
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（別添１） 

 

肝がん・重度肝硬変（非代償性肝硬変）の診断・認定基準 

 

医師が肝がん・重度肝硬変（非代償性肝硬変）と診断し、臨床調査個人票を作成し、それに

基づき都道府県知事が認定する際の基準を以下の通り定める。 

 

○ウイルス性であることの診断・認定 

１）「Ｂ型肝炎ウイルス性」であることは、HBs 抗原陽性あるいは HBV-DNA 陽性、のいずれか

を確認する。 

*Ｂ型慢性肝炎の HBs 抗原消失例を考慮し、HBs 抗原陰性であっても過去に半年以上継続する

HBs 抗原陽性が認められるものは、含まれることとする。 

  ２）「Ｃ型肝炎ウイルス性」であることは、HCV 抗体陽性（HCV-RNA 陰性でも含む）あるいは

HCV-RNA 陽性、のいずれかを確認する。 

 

○肝がんであることの診断・認定 

現在あるいは以前に肝がんであることを、原則として次のいずれかの方法で確認する。ただ

し、「肝がん」は原発性肝がん及びその転移のことをいう。 

・画像検査 

   造影ＣＴ、造影ＭＲＩ、血管造影/造影下ＣＴ 

・病理検査 

    切除標本、腫瘍生検 

 

○重度肝硬変（非代償性肝硬変）であることの診断・認定 

現在あるいは以前に重度肝硬変（非代償性肝硬変）であることを、次のいずれかの基準で判

定する。 

  ・Child-Pugh score 7 点以上 

・別添３の２に定める「重度肝硬変（非代償性肝硬変）の医療行為」または、４に定める「重

度肝硬変（非代償性肝硬変）治療の医療行為と判断する薬剤等」のいずれかの治療歴を有

する。 
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（別添２） 

 
肝がん・重度肝硬変（非代償性肝硬変）の病名の判定基準 

 

１．肝がん患者であるかの判定基準 

電子カルテ用 ICD10 対応標準病名マスター 

病名 病名管理番号 ICD10 コード       病名交換用コード 

肝癌 20057051 C220    C5L0  

肝細胞癌 20057070 C220    U7HP  

原発性肝癌 20060439 C220    HU4F  

肝細胞癌破裂 20099318 C220/K768  GDUC  

肝内胆管癌 20057132 C221  VF8J 

胆管細胞癌 20070164 C221  PFSN 

混合型肝癌 20087874 C227  G3VC 

肝癌骨転移 20087470 C795  FT2V 

 

２．重度肝硬変（非代償性肝硬変）患者であるかの判定基準 

電子カルテ用 ICD10 対応標準病名マスター 

病名 病名管理番号 ICD10 コード 病名交換用コード 

肝不全 20057155 K729  S3TE 

非代償性肝硬変 20074455 K746 RGML 

慢性肝不全 20076391 K721  R8R3   

Ｂ型非代償性肝硬変 20100410 B181  J13K  

Ｃ型非代償性肝硬変 20100412 B182  EF6J    

肝腎症候群 20057092  K767 BB1J 

肝肺症候群 20090073 K768 VNRP 

肝性昏睡 20057095 K729  KHR0 

肝性脳症 20057096 K729  N50L  

肝性浮腫 20057097 R609 E188 

肝性腹水 20057098 R18 UBQ0  

肝浮腫 20057156 K768 USD3 

難治性腹水 20072330 R18 L8C7   

腹水症 20075375 R18  SQTN   

肝性胸水 20088105 K769/J91 DR0E 

肝細胞性黄疸 20057071 K729 J4UV 

胃静脈瘤 20054220 I864 JE9H 

胃静脈瘤出血 20094926  I864  UFU2 

胃静脈瘤破裂 20094925  I864  HRMP 

食道静脈瘤 20065291 I859  UAFB 

食道静脈瘤出血 20065292 I850  TC7G    

食道静脈瘤破裂 20065293 I850  M8GP     

食道胃静脈瘤 20087148 I859/I864 F6F7 
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肝硬変に伴う食道静脈瘤 20096774 K746/I982  J6S5  

肝硬変に伴う食道静脈瘤出血 20102608 K746/I982  P711  

門脈圧亢進症 20077171 K766 G19D 

門脈圧亢進症性胃症 20088064 K766 P7M7 

門脈圧亢進症性腸症 20093513 K766/K638 HJ0Q 

門脈圧亢進症性胃腸症 20093515 K766/K928 TEVN 

細菌性腹膜炎 20062300 K658 EJSD 
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（別添３） 

肝がん・重度肝硬変（非代償性肝硬変）の治療目的の 

入院と判断するための医療行為一覧 

 
１．肝がんの医療行為 

手術 

区分番号 診療行為名称 請求コード 

K695-00 肝切除術（部分切除） 150362610 

K695-00 肝切除術（亜区域切除） 150362710 

K695-00 肝切除術（外側区域切除） 150362810 

K695-00 肝切除術（１区域切除（外側区域切除を除く）） 150362910 

K695-00 肝切除術（２区域切除） 150363010 

K695-00 肝切除術（３区域切除以上） 150363110 

K695-00 肝切除術（２区域切除以上で血行再建） 150363210 

K695-02 腹腔鏡下肝切除術（部分切除） 150348010 

K695-02 腹腔鏡下肝切除術（外側区域切除） 150348110 

K695-02 腹腔鏡下肝切除術（亜区域切除） 150388710 

K695-02 腹腔鏡下肝切除術（１区域切除（外側区域切除を除く）） 150388810 

K695-02 腹腔鏡下肝切除術（２区域切除） 150388910 

K695-02 腹腔鏡下肝切除術（３区域切除以上） 150389010 

K697-03 肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（２ｃｍ以内）（腹腔鏡） 150378410 

K697-03 肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（２ｃｍ以内）（その他） 150378510 

K697-03 肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（２ｃｍを超える）（腹腔鏡） 150378610 

K697-03 肝悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法（２ｃｍを超える）（その他） 150378710 

K697-02 肝悪性腫瘍マイクロ波凝固法（腹腔鏡） 150378210 

K697-02 肝悪性腫瘍マイクロ波凝固法（その他） 150378210 

K615-00 血管塞栓術（頭部、胸腔、腹腔内血管等）（選択的動脈化学塞栓術） 

  150376810 

K615-00 血管塞栓術（頭部、胸腔、腹腔内血管等）（その他） 150360710 

K697-05 生体部分肝移植術  150284810 

処置 

J017-00 エタノール局所注入 140050910 

D412-00 経皮的針生検法 160098010 

放射線治療 

M001-00 体外照射（高エネルギー放射線治療） 180020710* 

M001-02 ガンマナイフによる定位放射線治療 180018910 

M001-03 直線加速器による放射線治療 180026750* 
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注射 

G003-00 抗悪性腫瘍剤局所持続注入 130007510 

G003-03 肝動脈塞栓を伴う抗悪性腫瘍剤肝動脈内注入 130010410 

画像診断 

E003-00 造影剤注入（動脈造影カテーテル法）（選択的血管造影） 170027110 

* 該当する区分の検査すべてを含む。 

 

２．重度肝硬変（非代償性肝硬変）の医療行為 

手術 

区分番号 診療行為名称 請求コード 

K532-00 食道・胃静脈瘤手術（血行遮断術を主とする） 150136110 

K532-00 食道・胃静脈瘤手術（食道離断術を主とする） 150136210 

K532-02 食道静脈瘤手術（開腹） 150136350 

K532-03 腹腔鏡下食道静脈瘤手術（胃上部血行遮断術） 150366910 

K533-00 食道・胃静脈瘤硬化療法（内視鏡） 150136510 

K533-02 内視鏡的食道・胃静脈瘤結紮術 150270150 

K615-00 血管塞栓術（頭部、胸腔、腹腔内血管等）（選択的動脈化学塞栓術） 

  150376810 

K621-00 門脈体循環静脈吻合術（門脈圧亢進症手術） 150154510 

K635-00 胸水・腹水濾過濃縮再静注法 150159710 

K635-02 腹腔・静脈シャントバルブ設置術 150260450 

K668-2 バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 150401110 

K711 脾摘出術 150179810 

K711-2 腹腔鏡下脾摘出術 150271850 

K697-05 生体部分肝移植術  150284810 

処置 

J008-00 胸腔穿刺 140003210* 

J019-00 持続的胸腔ドレナージ 140004110 

J010-00 腹腔穿刺（人工気腹、洗浄、注入及び排液を含む） 140003610 

J021-00 持続的腹腔ドレナージ 140004510 

画像診断 

E003-00 造影剤注入（動脈造影カテーテル法）（選択的血管造影） 170027110 

* 該当する区分の検査すべてを含む。 

 

３．肝がんの医療行為と判断する薬剤等(一般名) 

（１）化学療法 

殺細胞性抗癌剤：エピルビシン、ドキソルビシン、シスプラチン、ミリプラチン、マイトマイ

シン C、フルオロウラシル、ゲムシタビン、テガフール・ウラシル等 
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分子標的治療薬：ソラフェニブ、レゴラフェニブ、レンバチニブ等 

（２）鎮痛薬 

オピオイド：モルヒネ、フェンタニル、ペチジン、ブプレノルフィン、ペンタゾシン、エプタゾ

シン、トラマドール、オキシコドン等 

 

４．重度肝硬変（非代償性肝硬変）の医療行為と判断する薬剤等(一般名) 

（１）肝性浮腫・腹水治療薬（利尿薬） 

肝性浮腫あるいは腹水、難治性腹水等の病名を有し、かつ、下記薬剤を投与している場合に

は、重度肝硬変（非代償性肝硬変）の対象医療と判断する。 

・バゾプレッシン受容体拮抗薬：トルバプタン 

・ループ系利尿薬：フロセミド、ブメタニド、トラセミド、プレタニド、アゾセミド 

・カリウム保持性利尿薬：スピロノラクトン、トリアムテレン、カンレノ酸カリウム 

（２）肝性脳症治療薬 

肝性脳症の病名を有し、効能又は効果として「慢性肝障害時における脳症の改善」を有する

薬剤（商品名：アミノレバン、テルフィス、ヒカリレバン、モリヘパミン）による治療が実施さ

れている場合には、重度肝硬変（非代償性肝硬変）の対象医療と判断する。 
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（別紙様式例１） 

 

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加者証（ 新規 ・ 更新 ） 

交付申請書 

申 

請 

者
（
医
療
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
） 

ふ り が な 

氏   名 
 

性  別 男・女 

生年月日      年   月   日 

住   所               （電話         ） 

個 人 番 号             

加入医療保険 

被 保 険 者 氏 名  申請者との続柄  

保 険 種 別 協・組・共・国・後 
被 保 険者 証の 

記 号 ・ 番 号 
 

保 険 者 番 号  

病    名  

本 助 成 制 度 
利 用 歴 

１．あり       ２．なし 

公費負担者番号・受給者番号（        ・        ） 
有効期間（    年  月  日～    年  月  日） 

 
肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業について説明を受け、本事業の趣旨を理解し、同意する

ので、肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加者証の（ 新規 ･ 更新 ）交付を申請します。 

 
申請者氏名               印 

（代理人の場合は代理人の氏名の記載と押印） 

 

年  月  日 
 

知事 殿 

 
※参加者証の交付後に申請内容に変更があった場合は、参加者証を交付している都道府県知

事に、変更箇所を交付申請書に記載し、参加者証及び変更箇所にかかる関係書類を添えて提

出すること。 
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（別紙様式例２）

フ リ ガ ナ 性別

患 者 氏 名 男・女 　　年　　　月　　　日 （満　　　歳）

住 所

診 断 年 月
前医

（あれば記
載する）

検 査 所 見

診 断 根 拠

そ の 他
記 載 す べ き
事 項

診 断

臨床調査個人票及び同意書

生年月日（年齢）

　郵便番号

　電話番号　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　）

　　年　　月
医療機関名

医師名

直近の所見を入力すること。
１．Ｂ型肝炎ウイルスマーカー(該当する項目にチェックを入れる)
　　□ HBs抗原陽性　（検査日：　 　　　年　　　月　　　日）
        又は
　　　　HBV-DNA陽性　（検査日：　 　　　年　　　月　　　日）
　　□ HBｓ抗原消失例　（過去に6ヶ月以上間隔を空けて実施した連続する2回の測定結果でHBｓ抗原陽性で
ある）
　　　1回目　HBs抗原陽性　（検査日：　　　　　年　　　月　　　日）
　　　2回目　HBs抗原陽性　（検査日：　　　　　年　　　月　　　日）

２．Ｃ型肝炎ウイルスマーカー(該当する項目にチェックを入れる)
　　□ HＣV抗体陽性　（検査日：　 　　　年　　　月　　　日）
　　□ HCV-RNA陽性　（検査日：　 　　　年　　　月　　　日）

３．血液検査　（検査日：　 　　　年　　　月　　　日）
　　AST 　　　　　　＿＿＿　U／L  　　ALT 　　　　　　＿＿＿　U／L　　　　　　血小板数　　　＿＿＿  ／μL
　　血清アルブミン  ＿＿＿ g/dL　　　血清総ビリルビン  ＿＿＿ mg/dL　　　プロトロンビン時間  ＿＿＿ %

４．身体所見(該当する項目にチェックを入れる)　（検査日：　 　　　年　　　月　　　日）
　　腹水  (□なし、□軽度、□中程度以上)
　　肝性脳症 　(□なし、□軽度（Ⅰ,Ⅱ）、□昏睡（Ⅲ以上)）

該当するすべての項目にチェックを入れる。
　　□肝がん　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｂ型肝炎ウイルスによる）
　　□肝がん　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｃ型肝炎ウイルスによる）
　　□重度肝硬変（非代償性肝硬変）　（Ｂ型肝炎ウイルスによる）
　　□重度肝硬変（非代償性肝硬変）　（Ｃ型肝炎ウイルスによる）

【肝がんの場合】（該当する項目にチェックを入れる）
　□画像検査（□ 造影ＣＴ、　□ 造影ＭＲＩ、　□ 血管造影/造影下ＣＴ）　（検査日：　 　　　年　　　月　　　日）
　□病理検査（□ 切除標本、　□ 腫瘍生検）　（検査日：　 　　　年　　　月　　　日）
　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　※その他の場合には、その具体的な内容を記載のうえ、根拠となる資料を添付すること。
【重度肝硬変（非代償性肝硬変）の場合】（該当する項目にチェックを入れる）
　□　Ｃｈｉｌｄ－Ｐｕｇｈ score で７点以上　（検査日：　 　　　年　　　月　　　日）
　□　別に定める「重度肝硬変（非代償性肝硬変）の医療行為」の治療歴を有する。
　　　　（当該医療行為の実施日：　 　　　年　　　月　　　日）

医療機関名及び所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記載年月日　  　　　年　　　月　　　日

　
　医師氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　意　　　　　　　書

　厚生労働省の研究事業について説明を受け、本研究事業の趣旨を理解し、臨床データ（臨床調査個人票等）を提供し、活用さ
れることに同意します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同意年月日　　　　　　　　 年　 　  月　   　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　患者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 印
                                                                                   　　　　　    （代諾者の場合は代諾者の氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　）
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　臨床調査個人票及び同意書の別紙として、指定医療機関が患者本人に臨床データの提供に関して説明するための
資料が添付されます。
　指定医療機関と患者本人との間で用いられるものとなりますが、都道府県から指定医療機関に交付していただくこと
になります。
　なお、すべての患者に対して同一のものを示す必要があるので、交付にあたり、記載内容の追加・削除は行わないで
ください。
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別紙様式例３ 

 
  

 

公費負担者番号         

公費負担医療の

受 給 者 番 号 
        

参 

加 

者 

住 所  

氏 名  

生年月日         年      月     日 男 ・ 女 

保 険 種 別 協・組・共・国・後 被保険者証の記号・番号  

保 険 者 番 号  適用区分  

有 効 期 間 
自        年      月      日 

至             年      月      日 

自己 負担月 額 １０，０００円 

都 道 府 県 

知 事 名 

及 び 印 

    （都道府県名）  （都道府県知事名）  ㊞ 

交 付 年 月 日         年      月      日 

備 考  

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加者証 
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別紙様式例３ 

（裏面） 
 
注意事項 
１．本証を交付された方は、肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業（以下「本事業」という。）の

参加者となり、２の条件を満たした場合に限り、別に定める対象医療の費用のうち４月目以降の

費用について、患者一部負担の月額が１万円になります。 
２．本事業において助成対象となる医療は、原則として、過去１２月以内に、指定医療機関におい

て肝がん・重度肝硬変入院関係医療（高額療養費が支給されるものに限る。）を受けた月数が既

に３月以上あるものに限られます。 
３．指定医療機関の窓口での負担が１万円となるのは、同一の月に、一つの指定医療機関における

１回の入院で、肝がん・重度肝硬変入院関係医療の自己負担額が高額療養費算定基準額を超えた

場合です。 
４．同一の月に、一つの指定医療機関における複数回の入院で、肝がん・重度肝硬変入院関係医療

の自己負担額が高額療養費算定基準額を超えたなどの場合は、償還払いの手続きをとることにな

ります。 
５．窓口負担が１万円になった場合でも、審査支払機関の審査の結果によっては、条件を満たさな

いことになり、追徴となる可能性があるので留意してください。 
６．本証の交付を受けた際は、必ず、入院している指定医療機関に提示していください。 
７．本証の有効期間の満了後に引き続き本事業に参加することを希望する場合は、交付申請書に必

要事項を記載し、居住する都道府県の知事が定める交付申請書に添付する書類（住民票等）を添

えて、《本証を交付した都道府県知事》に更新の申請を行ってください。 
８．本証の住所、氏名、保険種別、被保険者証の記号・番号及び保険者番号に変更があったとき（他

の都道府県に転居した場合を除く）は、速やかに、変更した箇所を交付申請書に記載し、本証と、

変更箇所に関係する書類を添えて、《本証を交付した都道府県知事》に提出してください。 
９．都道府県外へ転出する場合（住民票を移した場合）において、転出後も本事業に参加し、参加

者証の交付を受けたい場合は、転出日の属する月の翌月の末日までに、住所等変更箇所を記載し

た交付申請書を、本証と、転居先の都道府県が定める交付申請書に添付する書類（住民票等）を

添えて、転出先の都道府県知事に提出してください。 

10．都道府県知事に償還払いを請求する場合は、本証の写しを都道府県知事に提出することになり

ます。 

11．厚生労働省の研究事業に協力することの同意の撤回を希望する場合、及び事業への参加を終了

したい場合は、下の連絡先（本証を交付した都道府県の担当係）宛てに、「肝がん・重度肝硬変

治療研究促進事業参加終了申請書」に必要事項を記載し、本証を添えて提出してください。なお、

「肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加終了申請書」を都道府県が受理した日に属する月の

末日までは、同意が撤回されないことに留意してください。 

12．本証を破損したり、汚したり又は紛失した場合は、《本証を交付した都道府県知事》にその旨

を届け出てください。 

13．本証を不正な目的で用いないでください。また、本証の利用は誠実に行ってください。 

14．その他の問い合わせは下記に連絡してください。 

   連絡先  ○○都道府県○○部○○課○○係 （TEL：０００－０００－００００） 

全日本病院協会　医療行政情報 
https://www.ajha.or.jp/topics/admininfo/



別紙様式例４ 

 

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加終了申請書 

公費負担者番号         

公費負担医療の

受 給 者 番 号 
        

住        所  

ふ り が な 

氏 名  

生  年  月  日    年      月     日 男 ・ 女 

参 加 者 証 の 
有 効 期 間 

自       年      月      日 

至            年      月      日 

添 付 書 類 □ 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加者証 

参加終了の理由 
（任意記載） 

１．自分の臨床データを活用されたくない 

２．医療費の助成を受けたくない 

３．その他（                       ） 
肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業について説明を受け、本事業の趣旨を理解し、厚生労働

省の研究事業に臨床データ（臨床調査個人票等）を提供し、活用されることに同意して本事業に

参加しておりましたが、今般、同意を撤回することとし、事業への参加を終了することとしたい

ので申請します。 

 なお、本申請書の受理日の月の末日まで、臨床データ（臨床調査個人票等）が活用されること

についてあらかじめ了承いたします。 

 

                            申請者氏名           印 

      年   月   日 

             （都道府県名） 知事殿 
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別紙様式例５ 

 

 

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加終了通知書 

公費負担者番号         

公費負担医療の

受給者番号 
        

住        所  

ふ り が な 
氏     名  

生  年  月  日    年      月     日 男 ・ 女 

参 加 者 証 の 
有 効 期 間 

（直近のもの） 

自        年      月      日 

至             年      月      日 

助 成 制 度 の 

利 用 実 績 
自        年      月      日 

至        年            月            日 

終 了 年 月 日 年    月    日（※受理日の月の末日） 

終 了 の 理 由 
１． 参加終了申請書の提出 
２． その他（                        ） 

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業への参加は、上記終了年月日をもって終了することを

通知する。なお、同日付をもって、本事業に関する臨床データ（臨床調査個人票等）の活用を終

了するものとする。 
 
年  月  日  

 （都道府県名）（都道府県知事名）  ㊞ 
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別紙様式例６

生年月日

性別

入院関係医療の自己負担額
(注１)

窓口支払額

入院関係医療の高額療養費
算定基準額（注２）

保険診療の
高額療養費算定基準額

△△円 ▽▽円

○○円 ●●円

△△円 ▽▽円

○○円 ●●円

①

　／12

②

（医療機関名）
　／12

（医療機関名）
　／12

入院関係医療の自己負担額
(注１)

窓口支払額

入院関係医療の高額療養費
算定基準額（注２）

保険診療の
高額療養費算定基準額

△△円 ▽▽円

○○円 ●●円

△△円 ▽▽円

○○円 ●●円

①

　／12

②

（医療機関名）
　／12

（医療機関名）
　／12

入院関係医療の自己負担額
(注１)

窓口支払額

入院関係医療の高額療養費
算定基準額（注２）

保険診療の
高額療養費算定基準額

△△円 ▽▽円

○○円 ●●円

△△円 ▽▽円

○○円 ●●円

①

　／12

②

（医療機関名）
　／12

（医療機関名）
　／12

①の数値が「４／１２」以上である場合で、当該月の入院関係医療を特定疾病給付対象療養としてその自己負担額を１万円としたときの指定医療機
関は、指定医療機関ごとに、次の項目（数値）の入力を行ってください。

当該月以前の１２月において、指定医療機関ごとに、入院関係医療を特定疾
病給付対象療養として、その自己負担額を１万円とした月数のカウント

(注１)

(注２)

(注２)

当該月の入院関係医療の自己負担額(1割～3割)が入院関係医療の高額療養費算定基準額を超えたときの指定医療機関は、次の項目（数値）の入力を
行ってください。

当該月以前の１２月において、入院関係医療の自己負担額（１割～３割）が入院関係医療の高額療
養費算定基準額を超えた月数のカウント

①の数値が「４／１２」以上である場合で、当該月の入院関係医療を特定疾病給付対象療養としてその自己負担額を１万円としたときの指定医療機
関は、指定医療機関ごとに、次の項目（数値）の入力を行ってください。

当該月以前の１２月において、指定医療機関ごとに、入院関係医療を特定疾
病給付対象療養として、その自己負担額を１万円とした月数のカウント

(注１)

(注２)

当該月の入院関係医療の自己負担額(1割～3割)が入院関係医療の高額療養費算定基準額を超えたときの指定医療機関は、次の項目（数値）の入力を
行ってください。

当該月以前の１２月において、入院関係医療の自己負担額（１割～３割）が入院関係医療の高額療
養費算定基準額を超えた月数のカウント

□ 実施要綱３（２）に
　 定める肝がん・重度
   肝硬変入院関係医療

◇◇円

（退院日）

（入院日）
□ 実施要綱３（２）に
　 定める肝がん・重度
   肝硬変入院関係医療

◇◇円

□ 実施要綱３（２）に
　 定める肝がん・重度
   肝硬変入院関係医療

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業入院医療記録票

　○患者の方へのお願い
　　　肝がん又は重度肝硬変により入院した場合には、この記録票を、指定医療機関の窓口に忘れずに提示してください。
　　　また、都道府県に償還払いを請求する場合は、この記録票の写しを請求書に添付してください。

　○指定医療機関の会計窓口の方へのお願い
　　　この入院医療記録票が提示されましたら、肝がん・重度肝硬変入院関係医療にかかる記録の記載をお願い致します。

氏名

住所

△年○月

日付

（入院日）

（退院日）

　年　　　　月　　　　日

他公費負担医療の支払額

当該月の入院関係医療の自己負担額(1割～3割)が入院関係医療の高額療養費算定基準額を超えたときの指定医療機関は、次の項目（数値）の入力を
行ってください。

①の数値が「４／１２」以上である場合で、当該月の入院関係医療を特定疾病給付対象療養としてその自己負担額を１万円としたときの指定医療機
関は、指定医療機関ごとに、次の項目（数値）の入力を行ってください。

当該月以前の１２月において、入院関係医療の自己負担額（１割～３割）が入院関係医療の高額療
養費算定基準額を超えた月数のカウント

医療内容医療機関名（印）

□ 実施要綱３（２）に
　 定める肝がん・重度
   肝硬変入院関係医療

上記②に該当する場合は、「10,000円」と記入してください。それ以外の場合は、入院関係医療の自己負担額（１割～３割。ただし、この記入欄においては、１
割～３割が入院関係医療の高額療養費算定基準額を超えた場合は、その入院関係医療の高額療養費算定基準額とします。）を記入してください。

保険種別 被保険者証の記号・番号

保険者番号

◇◇円

◇◇円
（入院日）

（退院日）

当該月をカウントし
た場合は、右欄に○
を入れてください

当該月をカウントし
た場合は、右欄に○
を入れてください

当該月以前の１２月において、指定医療機関ごとに、入院関係医療を特定疾
病給付対象療養として、その自己負担額を１万円とした月数のカウント

当該月をカウントし
た場合は、右欄に○
を入れてください

上記②に該当する場合は「10,000円」と記入してください。それ以外の場合は、入院関係医療の自己負担額（１割～３割。ただし、この記入欄においては、１割
～３割が入院関係医療の高額療養費算定基準額を超えた場合は、その入院関係医療の高額療養費算定基準額とします。）を記入してください。
上記②に該当する場合は、特定疾病給付対象療養に係る高額療養費算定基準額を記入してください。上記②の数値が「４／１２」以上である場合は、特定疾病給
付対象療養としての多数回該当の基準額があるときは、その額となります。

△年○月

日付 医療機関名（印）

(注１)

医療内容
他公費負担医療の支払額 保険者番号

保険種別 被保険者証の記号・番号

△年○月

日付 医療機関名（印） 医療内容
他公費負担医療の支払額 保険者番号

保険種別 被保険者証の記号・番号

（入院日）

上記②に該当する場合は、特定疾病給付対象療養に係る高額療養費算定基準額を記入してください。上記②の数値が「４／１２」以上である場合は、特定疾病給
付対象療養としての多数回該当の基準額があるときは、その額となります。

当該月をカウントし
た場合は、右欄に○
を入れてください

当該月をカウントし
た場合は、右欄に○
を入れてください

上記②に該当する場合は「10,000円」と記入してください。それ以外の場合は、入院関係医療の自己負担額（１割～３割。ただし、この記入欄においては、１割
～３割が入院関係医療の高額療養費算定基準額を超えた場合は、その入院関係医療の高額療養費算定基準額とします。）を記入してください。
上記②に該当する場合は、特定疾病給付対象療養に係る高額療養費算定基準額を記入してください。上記②の数値が「４／１２」以上である場合は、特定疾病給
付対象療養としての多数回該当の基準額があるときは、その額となります。

□ 実施要綱３（２）に
　 定める肝がん・重度
   肝硬変入院関係医療

◇◇円

（退院日）

（入院日）
□ 実施要綱３（２）に
　 定める肝がん・重度
   肝硬変入院関係医療

◇◇円

（退院日）

当該月をカウントし
た場合は、右欄に○
を入れてください

（入院日）

（退院日）
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（別紙様式例７） 

 

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業医療費償還払い請求書 
 

    年   月   日 
● ● 知 事  殿 

請求者（参加者）  住所 〒              
 

氏名              ○印  

 
  電話番号 （   ）   －    

 
肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業の医療費を下のとおり請求します。 
なお、支払金額は次の口座に振り込んでください。 
 
ふ り が な  公費負担者 

番号         

参加者氏名  公費負担医療

の受給者番号         

振込口座 
（請求者） 

（金融機関名）              

 
支店 

出張所 

支店コード 種別 

   普 通・当 座 

口座 

番号 
       

ふ り が な  

口 座 名 義  

 
※提出にあたっての注意事項。 
 
１． 本請求書とともに、下記の書類を添付の上、手続きを進めてください。 

① 請求者（参加者）の氏名が記載された被保険者証、高齢受給者証又は後期高齢者医療被保

険者証の写し 
② 請求者（参加者）の肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業参加者証の写し 
③ 請求者（参加者）の肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業入院医療記録票の写し 
④ 当該月において受診した全ての医療機関が発行した領収書及び診療明細書 
⑤ その他（都道府県知事が必要と認める書類） 

２．請求者（参加者）の押印欄に必ず押印してください。 
３．振込口座については、請求者（参加者）の名義の口座を記載してください。 
 
（都道府県記入欄） 

決定額 
百万 十万 万 千 百 十 円 
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（別紙様式例８） 

年   月   日 

 

肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関指定申請書 

 

         知事  様 
 

                 開設者の住所（法人の場合は主たる事務所の所在地） 

                                      

                 開設者の氏名（法人の場合は法人の名称と代表者の職・氏名） 

                                    印 

 

 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業による指定医療機関として指定を受けたいので

申請します。 

 なお、指定の上は、肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業実施要綱及び肝がん・重度

肝硬変治療研究促進事業の実務上の取扱いの定めるところに従って、医療を担当します。 
 

記 
 

医

療

機

関 

名 称 
 

電話（            ） 

種 類 病 院  ・  診療所（有床） 

所在地  

医療機関コード        

開 設 年 月 日         年   月   日 

開

設

者 

住所（※１） 
 

氏名（※２）  

□ 実務上の取扱い別添３に定める医療を行うことができる施設である。 
□ 指定医療機関に求められる以下の役割を行うことができる。 
・肝がん・重度肝硬変患者がいる場合、本事業についての説明及び入院記録票の交
付を行うこと。 

・入院記録票の記載を行うこと。 
・患者から依頼があった場合には、肝がん・重度肝硬変入院医療に従事している医
師に個人票等を作成させ、交付すること。 

・当該月以前の１２月以内に指定医療機関において肝がん・重度肝硬変入院関係医
療（高額療養費が支給されるものに限る。）を受けた月数が既に３月以上ある場合
のものとして、本事業の対象となる肝がん・重度肝硬変入院関係医療（一部負担
額が特定疾病給付対象療養に係る高額療養費算定基準額を超えるものに限る。）が
行われた場合には、公費負担医療の請求医療機関として公費の請求を行うこと。 

・その他、指定医療機関として本事業に必要な対応について協力すること。 

※１）開設者が法人の場合は、法人の主たる事務所の所在地  ※２）開設者が法人の場合は、法人の名称及び代表者氏名 
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別紙様式例９

※２ ※３

※１　種類については、病院または診療所の別を記入すること。

※２　実施要綱１０（１）に規定する指定のあった日を記入すること。（指定のあった日の属する月から、医療費の公費負担が可能）

※３　実施要綱１０（１）に規定する指定を受けていたものとみなされる日を記入すること。（その日の属する月から、入院記録票の記載が可能）

都道府県名　　　　　　　　　　　　　　　　　

○○県肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関名簿

＜２０１８年１２月報告版＞

種類（※１）
指定日

備考所在地医療機関コード電話番号名称
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